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皿．調　査　結　果

　1975年5月より1976年5月にかけて佐倉市における現地植生調査が行なわれた。

　佐倉市は北に印旛沼を有し，急傾斜の台地と沖積低地が入り組んだ複雑な地形を呈している。

佐倉市の植生は複雑な地形，地質，さらに水分条件や様々な人為的影響により多彩な植物群落が

みられる。

　佐倉布では約300ケ所の植生調査が行なわれ，自然植生4群集，5群落が，代償植生6群集，

16群落，その他植林地が3単位にまとめられた。現地踏査による植生調査に平行して縮尺1：20，

000の地形図を基礎として現存植生図及び潜在自然植生図が描かれた。とくに佐倉葡の中心に位

置する佐倉城趾については縮尺1：2000の現存殖生図が作製された。さらに佐倉市の現存植生

はどの程度の人為影響が加おっているか，自然度を7段階に示した植生自然三図が縮尺1＝20，

000で作製された。

A．植　生　単　位

　佐倉市におけるいわゆる均質な植分について調査された植生調査資料（アウフナーメ）は，組

成表作業の過程で既発表群落や，周辺の植生調査資料と比較され，4群集・5群落がまとめられ

た。

1．　自然植生　Naも旋r｝iche　VegeもatiOR

　佐倉市は人口82000人，面積！02km2で，近隣都帯の千葉市，八千代市の人口密度に比較し，

佐倉市の人口密度は比較的低い。また佐倉帯の北部に位置する印旛沼に，沼地植生が生育し，斜

面に残されているスダジイ林，シラカシ林など，比較的自然が残されている。とくに印旛沼では，

沼沢地植生が多い。水際や水中に生育する植物群落は湛水という厳しい環境条件下に生育してい

る。したがって最近漁業など過度の人為的干渉が加わらなくなり残されている印旛沼の水生植物

群落は，首都圏に現存している自然植生の刊洋として注目されている。

　佐倉市は急傾斜に囲まれた成照砂層を基盤とする台地が，細い沖積低地とモザイク状に入り組

んでいる。台地二部の乾燥しやすい立地にはスダジイの大木が小面積で点在し残されている。自

然に近い林分は，神社，寺院の社叢林として残されている。

　佐倉帯は古い文化と歴史の中に，郷土の森や郷土の自然が，昔の人々の英知の名残りとして水

辺や急傾斜の台地斜面，あるいは台地肩部に，長い間の経験的な生活の知恵の結果として災害防

止，環境保護を自然に行ない残されてきたといえる。
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　鰻象∴．

黙
　　　　Abb．13社寺林として残存するヤブコウジースダジイ群集の相観

　AnslchtelnesBestandesdes　Ardlslo．Castanopsletum　slebold11，der
als　Tempelwald　erhalten　lst

　D　ヤブコウジースダジイ群集

　Ard童sio騨Casもa黙ops三etumsieわolδ1互Suz．脚饗ok．1952（Tal）．2）

　佐倉城趾の台地斜面や土塁斜面には，樹高22m胸高直径08～！2mに達するスダジイが優黙す

る林分がみられる。葉裏が金褐色で丸い樹冠，割れ嗣の深くき’ざまれた樹肌はスダジイが中～乾

生立地に生育する様を示している（Abb．13）。スタジイが優離する植分は佐倉市の台地肩部や斜

i面に点在してみられる。

　一般に佐倉市のスダジイ林は樹高！5～20mで木邦南部のスダジイが20～30mに生育するのに比

較し’寸づまりの形態を讃しているが，胸繋直径60～100cmに生長したスダジイ優占林分は常緑広

葉樹林域北部の典型的林分を代表している。林内にはモチノキ，ヤブツバキ，ネズミモチ，ピサ

カキが高常在度で生育している。房総半島南部から，関西・四国・九州と南：離業の植物によって

特徴づけられるスタジイあるいはコジイ林に対し，佐倉市で調査されたスダジイ林は特別な区分

種をもたず，構成種の多くのものが九州から常緑広葉樹林の北限，あるいは夏緑広葉樹林の下限

にまで生育する常緑植物の種類で構成されている。このような林分はヤフコウジースタジイ群集

にまとめられる。ヤブコウジースダジイ群集は常緑広葉樹林北限域，すなわち関菓地方（福島県

双葉郡久ノ浜町末続が太平洋岸の北限て現在断片的に残されている。さらに浪江市まで植叔され
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　　　　　　　Abb．！4　罠家の裏山に残されているヤブコウジースダジイ群集

　　　　Hinter　einem　Bauerhause　erhaltener　Bestand　des　Ard量sio．Castanopsietum

　　sieboldii．

ている）北陸地方（新潟県佐渡ケ島難癖が自然林の北限とされているが秋田県象潟町に神社や集

落内に植栽された大木が残されている）を中心に日本海沿岸，あるいは太平洋瀬戸内海沿岸に断

片的にみられる。

　佐倉市におけるヤブコウジースダジイ群集はシュンラン，アカガシ，イチヤクソウ，コウヤボ

ウキで区分されるアカガシ亜群集と，特別な区分種をもたない典型亜群集に区分される。
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　　　　Abb．15急斜面や台地肩部に残されているヤブコウジースダジイ群集の閣内

　　　　　　　（佐倉城趾）

　　　　Inneresdes　Ard圭sio－CastanQpsietum　sieboldii，　dasaufdemsteilen
　　Hang　und　auf　der　Schulter　der　Hochebene　erhalten　geblieben　i6t（Sakura－Joshi）．

　典型亜群集は佐倉市ではムクノキ，ケヤキなどを伴い，幅の狭い台地斜面で調査された。アカ

ガシ亜群集よりも適潤な立地が基盤となっていると考えられる。一般にヤブコウジースダジイ群

集典型亜群集は安定した砂丘上や，第三紀摺あるいは齎生層の地質を基盤にした地域の海岸沿岸

地に生育する。
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　アカガシ亜群集は佐倉市では台地の脚部やはりだした乾性な尾根部に生育している。三浦半島

内陸部の低山地（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1971），湘南海岸沿いの台地や丘陵地斜面（宮脇・

藤1葺1他1973，宮脇・藤原・原田・鈴木1972，宮脇・藤原・鈴木・原田1976，宮脇・藤原・中村・

大山1976，宮脇編著1972）や，東京都の残存林（奥田1969，1970），千葉市（宮脇・鈴木1974）で

報告されている。また房総半島では菓京湾岸で海に面した丘陵地までアカガシ亜群集をみること

ができる（宮脇，藤原未発蓑資料）。茨城県浅間神祉においてもスダジイ・アカガシ・シラカシ

の混生林（ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集と考えられる）が報告されている（石井・

7召E日！963）

　このようなシラカシ，アカガシなどを伴うスダジイ林は関東ロームが堆積する洪積台地の，比

較的受光量の多い南向きの乾燥しやすい立地に発達している。したがって植物社会学的にシラカ

シ群集のスダジイ亜群集として区分される可能性もあるがシラカシの生育が少ないこと，アカガ

シやウラジロガシがスダジイと結びつきやすいことよりやブコウジースダジイ群集アカガシ亜群

集にまとめられる。

　ヤブコウジースダジイ群集とシラカシ群集（p．21）は植物社会学的な体系の中では，ヤブコ

ウジースダジイ群団，ヤブツバキオーダー，ヤブツバキクラスにまとめられる。現在，カシ林域

とシイ林子が群団の単位で区分される可能性があることが検討され，理論的に考えられるが，ヤ

ブコウジースダジイ群集，アカガシ亜群集の位置づけ，各カシ林域とシイ林域の構成種が標七種，

区分種にわけられるかどうかの問題が残される。しかし組成表の上で現在証明されないため，関東

地方を中心とする常緑広葉樹林北限域の群集の位置づけにより今後解明されるものと考えられる。

　佐倉市に残されているヤブコウジースダジイ群集は乾燥しがちな台地肩部，あるいは尾根，急

斜面などにかぎられている。佐倉市の郷土の森を代表する一例としてヤブコウジースダジイ群集

があげられる。伐採や人為的影響により植生を破壊することは植生のみでなく，その立地をも破

壊し，土壌崩壊などの災審をひきおこす。常緑広葉樹林はその立地を安定させ，また環境保全林

の機能をもっともよく発揮できる可能性をもっている。佐倉市に現在残されている常緑広葉樹林

一ヤブコウジースダジイ群集及びシラカシ群集一は佐倉市民のために末長く保全されていく

ことが基本的に必要とされる（Abb．！4，15）。

　2）　シラカシ群集

　　　Querceもum　myrsi苅aefo蚕圭ae醸iyawaki1967（Taわ．3）

　佐倉甫西部の潤声，青菅や，東部に位：逸する飯田，坂戸，佐倉城趾の斜面には，高木層にシラ

カシが四度3～4と優航し，落葉広葉樹のケヤキと混生している植分がみられる。帯緑黒色の樹

皮をもち，樹高！6～20m以上にのび鋭角に枝を空に伸ばしているシラカシは，佐倉市の台地本部

に群落を形成しているスダジイと対照的に，ケヤキ，ムクノキなどの落葉高木を伴い明かるい林

分を形成している。
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　このようなシラカシが高木層に生育する林分はシラカシを標徴種，ナンテン，チャノキをヤブ

コウジースダジイ群集をはじめとする他の常緑広葉樹林との区分種としてシラカシ群集にまとめ

られる。佐倉葡で残存しているシラカシ群集にまとめられる植分にはケヤキ，ムクノキ，タブノ

キ，イヌシデ，コブシなど適潤地指標種が生育し，これらの種を区分種としてシラカシ群集ケヤ

キ亜群集にまとめられる。

　佐：倉市ではさらにイノデで区分されるイノデ変群集とスダジイ，ムラサキシキブ，クスノキ，

アカガシ，ゼンマイ，クロマツ，モチノキ，ウラジロガシで区分されるスダジイ変群集に下位区

分された。イノデ変群集は飯田，坂戸などの関東ロームが3～6m被覆している地域の斜面や沖

積地に生育している。適潤立地でケヤキが高木層に輪廓4～5と生育し，出現種数も30～45種と

常緑広葉樹林北限の森林の平均加数を示している。スダジイ変群集は，青立，石川などの関東ロ

ームの被覆の浅い，あるいは成田砂層を基盤とする地域にみられる。購現種数も44～67種と多く，

比較的乾燥していることと人為的影響により撹乱されていることが示されている。シラカシが高

木層に被度3～4と優廉し，イノデ変群集はケヤキが高木層に優毒しているのと対照される。

　シラカシ群集はシラカシを標徴種としナンテン，チャノキを区分種としてまとめられている。

関：東地方では神社，寺院などの社叢林や古い屋敷林に残存林分をみることができる。残念ながら

厳密な意味での自然林（人為的影響が全く加わっていない，あるいは管理されていない）はもは

や見られない。大部分は植栽され意識的あるいは無意識的に管理が行なわれている。屋敷林では

住居を季節風から守り，しかも美観をそえる意味から林床にアオキ，シュロなどの植栽や施肥が

行なわれているところもある。

　シラカシは本来東北地方や九州などでは，やせ尾根部や平地にモミ，アカガシ，ウラジロガシ

とともに生育し，シラカシが優占することはない。関東地方では約1万年前に関東ロームが被覆

する以前の地層からはウラジロガシ，モミなどの化石あるいは花粉がとり出されている。したが

って，関東μ一ムで被覆されてから一瞬安定した時期にシラカシが繁茂したものと一般に考えら

れている。その後人為的影響が加わり耕作，薪炭林形成などによりシラカシ林が伐採され，耕作

畑地，二次林，植林におきかわった。現在これらの代償植生の林床にはシラカシの芽生えがきわ

めて高常在度で出現している。神社，寺院や屋敷林のシラカシはかつてのシラカシ林の名残りか

あるいは植栽されたものであろう。

　シラカシ林の自然林あるいは神社林は関西以西において近畿地方の内陸地域の沖積地や斜面下

部あるいは中国地方の吉備高原に点在してみられる。北限は岩手県鵜住居町鵜住居神社にみられ

るが植栽されたものかあるいは自然のものか判定されていない（宮脇他末発表資料）。

　現在の残存林及び地形より佐倉葡の大部分の丘陵，台地はかつては直根性のシラカシによって

おおわれていたと考えられる。新しい環境保全林形成，あるいは都市設計に対しては表層土や関

東ロームの復元によりシラカシ林の復元を行ない郷土の森づくりが行なわれることが望ましい。

そのためにも現在残されているシラカシ群集は佐倉市民の郷土の森として厳重な保護対策を行な
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い子孫代々にまで残されることが期待される。

　3）　イボタノキーハンノキ群落

　　　・乙εσπsfr麗7π　oδごπ8εfo髭πm一ノ4」πz68ノαpoπεcα一Gese嚴scha蜜t　（Tab．4）

　関東平野における低湿地，とくに，台地に狭まれた細長い谷戸などには，ごく稀ではあるがハ

ンノキ林の残存植生が見られる。かつて，低湿地が今日のように開発されていなかった頃には，

広範囲にハンノキ林が生育していたものと考えられている。佐倉市域をくまなく調査の末，岩名

の谷戸の水田耕作が停止された場駈に，再生後まもないハンノキ林が発見された。

　このハンノキ林は高さ10m内外の疎林で，ハンノキが被度75％内外で生育している。低木層に

　　　　　　　　　　　　　　Tab．4　イボタノキーハソノキ群落

　　　　　　　　　　　五恕～醜ノwπoゐ魏》b♂∫πノ〃岨Zτ’〃3ノ妙。刀ガ。π・Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（：の：　　　　　　　　　　　　　　調　査　面　積

H6he　d．　Baumschicht（m）：　　　　　　　　　　高木層の高さ

Deckung　d．　Baumsch三cht（％）：　　　　　　　　　　高木暦の檀被率

H6he　d．　St■auchschicht（猟）：　　　　　　　　　低木麟の高さ

Deckung　d．　Strauchschlcht（％）：　　　　　　　　　低木層の植被率

H6he　d．　Krautschlcht（m）；　　　　　　　　　　草本層の高さ

Deckung　d．　K：rautschicht（％）＝　　　　　　　　　　草本層の植被率

Artenzahl；　　　　　　　　　　出現興野

150

10

75

2

10

0・5

90

20

Trennarten　d．　Gesellsch段ft：

　ノ1♂π置4∫ノ砂。／zガ。α

　ゐごgμ56／wπo腕照σb勲〃π

Begleiter＝

　ゐ。海6βノπブ＠oπ蜘

　Ro5αノπz4あがZoアu

　Z8鷺0ηα5θ，γα診α

　R諭4∫ρα♂脚彦鋸var。‘‘ψ彦（顧卿r‘∫

　c醐53カz8π5ゴ5　var．ノψ・2z加

　z1々6δ如’2ガb灘α’α

　3α〃めZ4α655∫6うoZ4fα刀α

　Eqど4ビ∫顔θπα測召π∫ε

　Po砂90／zπη掃加πみ81二g距

　Cαプぬ72珈8／7θκz‘05α

　のπoう加πゑyrノゴ。ゐ。♂（～汐1～z‘1π

　ん趨’6痂∫’αρノゼ7zα少3

　30Z認αgoα屠∬ガノノzα

　エ）es，η04f珈πo‘dんのノ蕗f

　五φy2切z功θ∫ブ砂。加6α

　αプ蜘7μη吻。／z加2πvar．カ～60ηψ孟翻

　雌50αη∫ノ正z455加θη∫’5

　08’zαノz診1Lθブ儂σ2z加

調査場所　調査年月臼

群落区分種

　ハンノキ

　イボタノキ

随伴種

　スイカズラ

　ノイバラ

　ケヤキ

　モミジイチゴ

　エノキ

　ミツバアケビ

　ニワトコ

　スギナ

　ミゾソバ

　タネツケバナ

　アカバナ

　ヨモギ

　セイタカアワダチソウ

　フジカンゾウ

　イノコズチ

　タイアザミ

　ススキ

　セリ

岩名Fundort　u，　Datu㎜d．　Aufn．：王wana　l975．5．11

B
S

S

S

S

S

S

S．

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

4・4

十

1・2

十

（＋）

（＋）

（＋）

十

十

5・4

2。3

十

十

十

1・2

十

十

十

十

1。2
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はイボタノキ，スイカズラ，ノイバラなどが点在している。草本層にはスギナが密生する他は，

構成下が少なく，ミゾソバ，タネツケバナ，アカバナなどの好窒素性植物，イノコズチ，タイア

ザミ，フジカンゾウなどの林縁生の草本植物などがわずかに生育している。

　自然生のハンノキ林の立地の本来の性格は，低湿地で，しかも，周辺部からの栄養塩類の供給

が少なく，貧養立地特有の植物で構成されるはずである。関東地方の低湿地は，ヤブツバキクラ

ス域という広域的な潜在自然植生域に含まれ，ハンノキが元来ブナクラス域に中心を置くため，

一般的に群落の形成力が弱い。今回得られた林分には，他のハンノキ林との共存種は，イボタノ

キを除き出現していないが，植生区分上，イボタノキーハンノキ群落として扱かっておく。しかし

この面分は，時間の経過とともに，本来の種構成をもつハンノキ林に遷移するものと考えられる。

　関東地方におけるハンノキ林の分布は，多摩丘陵（宮脇他1969）神奈川県（宮脇他1972）埼玉

県田島原（宮脇・奥闘・井上1975）などが知られ，千葉県内には鈴木（！975）によって九十九里

海岸ぞいの低湿地の各地に分布していることが報倍されている。

　4）　カサスゲ群集

　　　Caricet“膿　dispalaもae　Miyawaki　et　Okuda　1972（Tab．5）

　印旛沼の沼畔にはカサスゲの優占する湿生草原が見られる。このカサスゲ革原は，カサスゲの

他は共存種が少なく，一般に単独で群落を形成することが多い。しかし，ヨシの侵：入が見られる

ところではヨシとカサスゲが2層構造を示す。まれにマコモ，ヒメガマなどが伴生する。

　このような種組成を示すカサスゲの草原は，すでに利根川の沖積低地で報告されたカサスゲ群

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Klrautschicht－1　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）：

H6he　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）＝

Artenzahlゴ

　Tab．5　カサスゲ群集

Caricetul皿　dispalatae

　　　　調　査　番　号

　　　　調　査　面　積

　　　　草本第1層の高さ

　　　　草本第1層植被率

　　　　草：本第2層の高さ

　　　　草本第2麟の植被率

　　　　出　現　種　数

1

6

0。7

90

】一

2　　3　　4　　5　　6
100　　30　　　30　　　25　　　20

－　 1。0　1，2　1．5　1．5

－　　　20　　　25　　　20　　　20

0．8　一　 α5　0．7　0．6

95　　　－　　　65　　　80　　　75

3　　3　　2　　3　　3

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　Cαブ薦漉砂αZα如　　　　　　　　　　　　カサスゲ　　　　　　　　5・4　5・5

Kennarten　d．　Phragmitetea：　　　　　　　　ヨシクラスの種

P1照9瞬θ5・・〃〃ノδ湖∫∫　　　　　　ヨシ　　　　　…・　＋

　Z加αη毎如乙加〃α　　　　　　　　　　　　マコモ　　　　　　　　…　・　　・

恥1……勲　　　　　ヒメガ・　　｝・・
Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　ル2漉πノπδ磁10α‘z〃ノ多　　　　　　　　　　ヌカキビ　　　　　　i　・　。

調査地　調査年月日　Fundort　u．　Datuml　SumpHnbanuma印旛沼騨1976．5．10

4●4　4・3　4・4　4●4

2・2　2・2　　2●2　2●2

・　　　・　　1・2　1・1

十。　。　　。　　。
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集（宮脇・奥田！972），に一致する。利根川流域においてもカサスゲ群集は出現種数が少なく，

比較的共存率の多いオニナルコスゲの他は，数種のヨシクラスの種をもつ程度である。

　カサスゲは多くの場合密生し，草丈0．5～0，8mで，熱讃分での植被率は70～100％の範囲にあ

る。しかしヨシが上層にあるときはその被度は減少する。

　カサスゲ群集の生育地は，水位では，マコモ群落（ウキヤガラーマコモ群集）の後方の浅い水

位の場所に晃られ，季節的な水位変動にも抵抗力が強い。根茎の発達は土壌をきん密化し，枯死

した茎葉の堆積で陸化が行なわれる。とくに印旛沼の堤防で後方に仕切られた湿地では，水位の

変動が起らない，ひかくてき乾性な立地にもカサスゲ群集が見られる。

　カサスゲ群集は水辺のもっとも不安定な場所をしめ，くずれやすい土壌をそれらの発達した根

群で確保する。かって，カサスゲは農家において，ミノ，スゲガサ等の材料として定期的に刈取

られて利用されていたが，現在はもはやそのようなことはないと考えられる。したがって，カサ

スゲ群集は，ヒメガマ群落やマコモ群落とともに水辺環境の保全，とくに護岸，水質浄化，生物

絹の発達などのために積極的な保護を行なうことが理想とされる。

　5）　セリークサiヨシ群集

　　　Oena競t擬。－Phalariδe重um　arundinaceae　Miyawak呈etOkuda1972（Taわ．6）

　セリークサヨシ群集は，流路のふちに生育する草本植物群落の一つであるが，おもに中～小河

川の下流部などの，ひかくてき富栄養な砂質粘土の堆積した場所にみられる。年間を通じ，この

生育地は，増水によってしぼしぽ冠水し，水流で運ばれた土砂で埋積されてもそれがある程度の

厚さ以下であれば持続的に生育を続ける。群落構成種のクサヨシは，多くの場合優占し6月の開

花期を最盛期として群落が形成される。群落高は1m内外となり植被率は90％に達する。しかし

秋から冬にかけて，地上藤分はセリなどの冬緑性の植物をのぞき枯死する。

　群落の構成種は一般に少なく，群集名にあげられた両種の他は，ギシギシ，ウシハコベ，スギ

ナ，ヒメジョオン，コヌカグサ，カナムグラ，ヨモギなどがあげられる。これらの種の多くは，

　　　　Tab．6セリークサヨシ群集

Oenantho．PhalaridetumarundiHaceae
Gr6Be　d．　Probef蟻che（皿2）：

H6he　d．　VegetatiOH（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調　査　面　積

植　　生　　高

小　　被　　呼

出　現　糎　数

5

1．1

90

3

1く興しarten　d・ム墜と　　　　　　　　　　　　　群集携｛徴種

　P／zα伽プガ5αプz〃z4加α68α　　　　　　　　　　　　クサヨシ

　（）61zoニノz彦1zθブζzてノαノ～∫oα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セリ

恥鯉套乱．　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　魚‘〃昭∬06伽∫ぴbZ伽5　　　　　　　　　　　　　　エゾノギシギシ

調査地及調査月羅i　Fundort　u，　Datum：J6naich6城内町1976，5，11．

3・3

3・4

十・2
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セリークサヨシ群集の隣接群落，例えばヨモギクラスや，カモジグサーギシギシ群団の構成種で

あるヨモギ，エゾノギシギシ，ウシハコベなどが混生する。これはセリークサヨシの群集域が流

水辺に細く帯状に成立し，隣接の群落と常にモザイク状に配分する場合が多いためである。植物

社会学上の上級単位はヨシクラスに所属されている。

　佐倉市域では，セリークサヨシ群集は，畑地と水田との境界を走る用水ぞいに多く見られ，一

部は，市街地の排水溝わきにも生育している。

　6）　マコモ群落

　　　Z伽πεα互α♂が。髭α一Gesellschaft（Tab．7）

　河川の下流部や大形の湖沼の岸にはマコモの優占する群落が見られる。印旛沼の岸辺にもヨシ

群落の前面にマコモ群落が広い地域にわたって生育している。

　マコモ群落は高さ100～200cmに達する大形の草本植物であり，長い根茎で水中の泥中を横走

して生育域を広げる。群落構成種はきわめて少なく，ヨシ，ヒメガマなど2～5種で構成されて

いる。

　マコモの存在する植生単位にはウキヤガラーマコモ群集が知られているが，印旛沼に生育する

マコモ群落は，・7コモー種で区分され，同群集の初期相といえる。水深！0～70cmの泥土上に生

育し，浅い場所でヨシ下位単位，水深50cm以上でヒメガマが混生するヒメガマ下位単位となる。

ヒメガマ群落とは水深約70cmが群落生育境界どなる（Abb．16，三7）。

　マコモ群落は根茎が網醸状に発達し，不安定な湖辺を保全する役謝を果している。

　7）　ミクリーガマ群落

　　　βραr∬απ加蹴8毒oJoπ漉rω〃己一丁以Pゐα」αfεfoZεα・Gese1至schaft（Taわ・8）

　水深20～50cmの池沼にはミクリーガマ群落が生育する。ガマは長い地下茎を横走して密生し

た群落を形成する。

　佐倉市の佐倉城趾は外側に堀をめぐらしているが，その一部にガマの生育地がある。ガマの他

にはミクリ，ヨシ，マコモ，カサスゲ，フトイなどの抽水植物で構成される。植生高は180cm内

外に達する。

　池沼植物群落はおもにヨシを主とするが，やや深い所ではガマ属が優勢である。印旛沼畔にはヒ

メガマが水深80cm内外のところまで分布域を広げている。ガマ属の種のすみわけはまだ明確で

はないが，一般にガマは肥沃な低湿地に，コガマはやや内陸の中栄養立地に，ヒメガマは海岸に近

い河川や沼地に分布の中心がある。これらの群落は一般に種組成に乏しく，1～5種で構成される。

8）　ヒメガマ群落

　　丁〃ρんααπ9π8fαfα・Gese11schaft（里aわ．10）

マコモ群落の前面で，さらに水深の深いところにはヒメガマ群落が生育する。ヒメガマはきわ
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Abb　16　印旛沼畔のマコモ潤落。手前にマコモ，後方にヨシが見える。

　　ZπαπzαZα’4b♂zα．Gesellschaft　am　Ufer　des　Inbanuma．Sees

　　　　　　　ヘ　ヘ　　ワ　　ノ　へさレ　　　　　　ヘ　マ　　　　　　マ　　イ　　　　　　　　　ぬる　　　　　　ノ

　Abb．17　ゆるやかに流れる河川ぞいの貯水植物群落の帯状構造。岸側よりヨシ，

　　　　マコモ，ヒメガマの順序で生稔している（飯野付近）。

　　Zonlerung　der　Gesellscllaften　von　Pんη9ノπμθ3607πη3～〃～z∫，　Z12απzα1飢4bZ1αund塀》1zα

　απgτ魏α厩am　Ufer　em　langsam　flleBendes　Flussesσ1no）



Nr．　d．　Aufnahme：

Wassertlef（cm）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vege£ation（％）：

Artenzahl：

調

水

魔

植

植

出

査試

査　面

　生

　被

現記

号

深

積

高

率

数

　　Tab．7マコモ群落
Z詑αηゴαZα♂ケbZ∫α一Gesel玉schaft

Trennart　d．　Gesellsch．：

　z詑α加αzα孟ケbZfα

Trennarten（至．　Untere玉nhe圭ten：

　Pん㎎η漉θ3ωη〃ππ痂5

　7ン少乃ααπ9κ∫云α‘α

旦壁iter：

　50〃伽90α♂擁3∫∫ノπα

　α2傅一読功α1碗α

　Pb如η3㎎’θ‘0π2ηα♂αfα2Zκ5

　砺（力昌〃αηθノ曹擁6〃α‘α

　％ZZf5πθガα融π5ε5αγz4zα彦α

調査地　調査年月日

群落区分種

　マコモ

下位単位区分種

　ヨシ

　ヒメガマ

随伴種

　セイタカアワダチソウ

　カサスゲ

　ササノミモ

　クロ・モ

　コウガイモ

1　　2　　3　　4

10　　15　　15　　10

40　　　25　　　20　　　30

130　150　　130　　160

90　　　90　　　90　　　90

3　　2　　3　　2

5　　6　　7

30　40　60

40　80　25
150　　100　　100

80　90　70
1　　1　　1

8

60

20

150

80

4

9　　10　1王

50　50　45

80　24　21
150　180　200

95　90　80
3．　3　　2

12　　13　　14　　15　　16

60　　　50　　　60　　　70　　　70

15　　80　　80　　20　　20

150　　150　　150　　180　　100

80　　　90　　　80　　　70　　　40

2　　2　　2　　2　　2

1。2　　4・4　4・3　3●3　5●4　5。4　　4。4　5。4　5・4　3・3　　4●4　4・4‘5。4　4。4　4．4　　3・3

i584＿β慣＿a：a＿史4i　・
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Tab．8　ミクリーガマ群落

　　　　　　　　　　勘αノgαπゴz〃π∫オ。♂oπ旋rz‘η露．7ン汐1zαZα功ζbZ～α．Gesellschaft

H6he　d．　Vegetation（cm）：　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　 植被率Artenzahll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　現　種　数

丁膿n盟rte漁d．　Ge§磯§g無ζξ秘　　　　　　　　　群落区分麺

　7ン少1雄♂鷹ゲbたα　　　　　　　　　　　　　　　　ガマ

　助αノ9απ如ηz5彦oZoηが6耀ノπ　　　　　　　　　　　ミクリ

Kennarten　d，　Phragmitetea：　　　　　　　　　　　　ヨシクラスの種

　1）1びα9η漉θ500加η多Z〃Zお　　　　　　　　　　　　　ヨシ

　Z捻απ忽♂碗ヴb々α　　　　　　　　　　　　　　　マコモ

　Cα解灘読砂αZα如　　　　　　　　　　　　　　　　カサスゲ

　50カμ5忽ろ8η沼8zηo／z如加　　　　　　　　　　　　フトイ

Begleiter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Eo1Lf2～oo1LZOαCプπ5－9αZZ∫var．ごα～‘4α∫α　　　　　　　　ケイヌビエ

　Poゐソgoηπη3疏μπうθ㎎’ガ　　　　　　　　　　　　　ミゾソバ

　．B認飢∫プ｝80π【勿5α　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

調査地　Fundort：Sakura一∫6shi佐倉城趾水濠　調査年月日　Datum　l　I975・9・20

180

90

9

4・4

2。2

1・2

十・2

十・2

十・2

牽。2

十・2

十

∠

一 一一
，　　　　一
黶@｝

@一
一7 『　M

4 3 5 6

　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　Abb．18　抽水植物群落生育配分模式（佐倉市・印旛沼）

　　　Verteilungsschema　de串Wuchsortes　der　Wasserpflanzengesellschaften（lnbanuma．See
　　in　der　Stadt　Sakura），

A．　ヨシ群落Plz7π9』〃z露8500／73〃L〃zガ5－Gesellschaft　　B，マコモ群落Z鳶α海αZα‘ヴ～）1～σ一Gesellschaft

C．　ヒメガマ群落エy♪1Lααπgκ5如如・Gesellschaft

！。　ヨシP1〃司α9ηz∫’8500η3ア7翅π露　　2．　マコモZ詑απ如Zα’ケbZ如　　3．　ヒメガマ恥治ααηgε‘3如如

4．　フサジュンサイCψoηめα6α加Zfηfα2zα　　5．　ガガブタ駒ηψん。ゴ485加読‘α　　6．　コウガイモ

vαz々∫π8ノ・ゴα4θノz∫658ププ漉厩α

めて壮大な草本植物で水深80～120cmのところでもなお水面に150～200cmもの葉を抽出する。

群落の植被率は一般に50～60％でひかくてきまばらである。共存種はほとんどなく，ヒメガマの

純群落であるが，マコモ群落との境界域でマコモを混生する（マコモ下位単位）。一方水深150

cm以上になると，浮葉植物のガガブタが出現する。時に沈水植物のハゴロモモが水中で優占す

る場合も見られる（Abb．19，20，21）。
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　　　Abb．19　岸側から沖に向って生育域と広げているヒメガマ群落（印旛沼）

　　　Tンρ1Lααπg臨α彦α．Gesellschaft，　d！e　von　Ufer　nach　lm　Wasser　lhre　Wuchsareale

vergrof3ert　lst（lnbanurna）
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　　　　　Abb　20　ヒメガマ群落の相観

乃P加απ9μ5彦α∫αGesellschaft（lnbanuma　See）
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Nr．　d．　Auf照hme；

Wasseτtief（cm）：

（｝rδ8eδ．　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetation（c皿）：

Deckung　d．　Vegetation（駕）：

Artenzahl：

調　査　番　男・

水　　　　　深

調　査i面　積

植生の高さ
全　植　被　率

串　現　種　数

　　　　Tab．9　ヒメガマ群落

乃ノ）肋απ9π5’α’α一Gesellschaft

　　　　　　1234567891011121314
　　　　　　80　　80　　90　　80　　70　　80　120　120　130　150　120　100　120　100
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　　　　　　　　　　　　　Abb．21　ヒメガマ群落の調査状態

　　　田anzensoz1010gische　Untersuchung　der聯1Lααノzgz‘5如’α．Gesellschaft（王nbanuma－See）．

　ヒメガマはガマ属の中ではもっとも水深の深い場所に生育する。また海岸ぞいの湖沼や半かん

水の影響範囲内にも生育し，因島植物群落として水際の最前線に位置している。

　マコモ群落とヒメガマ群落の植生配分はAbb．18に示されている。

　9）　ガガブターヒシ群集

　　養護ymphoi｛les隻Rdica－Trapa　3apo難ica－Ass．　ass韮ov．（Tab・10）

　印旛沼の水深80～200c阻の場所には，浮葉植物や沈水植物からなる植物群落が生育している。

　群落の構成種はガガブタ，アサザ，ヒシなどの浮葉植物や沈水植物のササバモ，コウガイモ，

クロモなどであり，出現懇懇は1～8種できわめて構成種の少ない群落である。植被率は各国分

で大きく異なり，また優占種も変わる。一般に浮葉植物の繁茂がいちじるしく，水面の被度が高

い場合は，その下層の沈水植物は少ない傾向がある（Abb．22，23，24）。

　種組成の比較検討の結果，印旛沼の浮葉および沈水植物群落はガガブタ，アサザ，ヒシ，ササ

バモなどを標徴種および区分種として，ガガブターヒシ群集にまとめられた。Kamuro　1961は

中国地方においてヒシーガガブタ群落の名でわが国の浮葉植物群落を規定している。しかし，こ

の報告では種組成と比較しうる組成表が恭されていない。今圓印旛沼の組成表をもとに新群集と

して記載する。ただし，質的には互いに比較的近似していると考えられるため，和名をそのまま

残した。

　ガガブターヒシ群集は，コウガイモ，クロモを区分種とするコウガイモ亜群集と，特別な区分

種群をもたない典型亜群集に下位区分される。さらにコウガイモ亜群集はイバラモ，ホザキノフ
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　　　　　　　　　　　　　　Abb．22印旛沼の浮i葉植物群落の調査状態

P負anzensoz玉01091scher　Studlum　der　Schwmmblatt．Gesenschaften（王nb段numa－See）

璽か

≦ぐ

観
ン

灘

鷺

Abb．23　ヒシの浮葉でおおおれた水面

　　Von　Schwlmmblattern　der　Tπψαゆ。ηz6αdlcht　bedeckte　WasseレOberflache

（；lnbanuma－See）
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　　　　　Abb．24水面に葉を広げるガガブタ
Schwmlmblatter　vonハ石y〃ψ1≧o‘4θ51／z4κα（Inbannuma－See）

聴蟻
　　　　｝、．

　　藩

礁

　慧

鑛
　　　Abb．25　富栄養化によってにごった水中に生育するササバモ

Po彦αノノ呂09θ’o／z刀zαZαzα撒51n　eutrophlertem　trubeln　Wasser（lnbanuma－See）．
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サモによってイバラモ変群集が区分され，両種をもたないものを典型変群集とされた。また，ハ

ゴロモモは一部の植分で優占し，時に他の水生植物を全く含まない植分もみられる。ハゴロモモ

の優占する植分は，ハゴロモモファシスとして区：分された。

　ガガブターヒシ群集の立地は，底質が軟泥で多くの場合腐泥でおおわれている。水質は富栄養

で，印旛沼の場合は，利根川の氾濫原となってたびたび増水し，周辺部からの有機質の供給を受

けている。したがって水はややにごり，透明度は低く，所によってハゴロモモのような帰化雑草

が繁茂する要因ともなっている。

　群落の水位はもっとも浅くて約80cmであり，最深水位は200cmを記録した。平均水位は130

～140Clnである。水中草原の場合，水位と植生単位の分布との間には一般に密接な相互関係にあ

るが，今圃の調査では必ずしもそれは明らかではない。アサザ，ハゴロモモは一般に90～120cm

の浅い水位で優占種になり得る。ガガブタはこれよりやや生育範囲は広い。ヒシは140～180cm

の深い水位で優勢となる。沈水植物のササバモはひかくてき生育範囲が広く100～180cmの範囲

で高岳度の生育が可能である。とくに，180～200Clnの深い水位であってもササバモ1種による

群落が形成されることがある（Abb．25）。

　ガガブターヒシ群集は，富栄養湖の浮葉植物群落として，わが国の沖積低地の池沼に広く分布

するものと考えられる。わが国では水生草原の植物社会学的な資料や研究報告はひかくてき少な

い。そのためまだわが国の浮葉～沈水植物群落の体系を論議する段階ではない。しかし，クラス

の単位では欧州のヒルムシロクラスに所属することはほぼ間違いないと考えられる。

　ガガブターとシ群集の生育する印旛沼は，現在面積1，310ha，最深水位がわずか2．5mの浅い河

跡湖である。かつては利根川の一支流であったが，氾濫のくり返しによる地形の変化とせきとめ

によって沼状となり，それは農業用水として重要な役割を果してきた。昭和38年より，水資源公

団によって積極的な開発が行われ，沼は次第に埋立てられ，現在はかつての面積のヲ3といわれる。

水生植物は大滝氏（1975）によると約60種が明らかにされている。

2．代償植生（Ersatzgese1董scha£ten）

　佐倉市にみられる植生の大部分は，草原から樹林まで自然植生が破壊された後に様々な人為的

影響に対応して生育している自然植生のおきかえ群落としての代償植生（£rsatzgesellschaft；

SUbStitUtiO難al　VegetatiOn）である。

　1．　クヌギーコナラ群集

　　　Querceも“macut圭ssimo・se鷲ataeM童yawaki1967（Tab・11）

　秋季に林冠が黄葉と紅葉で埋める樹林が，佐倉市の台地斜面に点在してみられる。高木層にク

ヌギ，コナラ，エゴノキ，ヤマザクラなどが生育し，樹高10～焉mの亜高木林を形成している。

このような林分はコナラ，ヤマコウバシ，キンラン，シラカシ，ホソバヒカゲスゲ，クヌギを標

徴種および区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　ひ
　　　　　Abb．26狭い斜面に残されているクヌギーコナラ群集の冬季の景観。

　　　　　　　　谷部はスギの植林地に接している。手前は水田及び畑耕作放棄地。

　　　　WiRter－AspektdesQuercetum　acutissimo．serrataeaufeiHem　schmalen
　　Hang．　An　der　niedrigsten　S之elle　hat　r且anα＝ypo22Lθrfα∫妙02～～cαgepflanzt．

　クヌギーコナラ群集は佐倉市にかぎらず，広く関東地方の台地や丘陵地にみられ，いわゆる雑

木林と呼ばれている。10～15年に一度の伐採や下草刈りなどの人為的影響とつりあって持続群落

を形成している。佐倉市におけるクヌギーコナラ群集は比較的乾性で，適錨地や谷部など鞍状地

の排水の良好な立地に生育しているイヌシデーコナラ群落（p．43）とは，ヤマユリ，オケラ，メギ，

ヒトリシズカ，ウツギ，クサボケなどのススキ草原構成種で区分される。佐倉市ではさらにミツ

バツチグリ，ノブドウ，リンドウ，イブキボウフウ，ニシキギで区分される植分と，シロダモ，

アオキ，ヤブコウジなど常緑植物で区分される植分に下位区分された。クヌギーコナラ群集は関

東地方では広域的に特別な区分種をもたない典型亜群集と，オオバギボウシ，カシワバハグマ，

サジガソクビソウ，サワブタギ，クマシデなどで区分されるオオバギボウシ亜群集に区：分される

（宮脇・藤原・源韻・楠・奥田1971，宮脇昭編著1972）。佐倉市におけるクヌギーコナラ群集は

サワフタギ，コブシ，クマシデ，ホウノキ，コバギボウシなどによりオオバギボウシ亜群集にま

とめられる。ミツバツチグリ，ノブドウ，リンドウ，イブキボゥフゥなどススキ草原構成種で区

分される植分はミツバツチグリ変群集，シロダモ，アオキ，ヤブコウジなどで区分される三分は

シロダモ変群集としてまとめられる。

　ミツバツチグリ変群集は坂戸，岩富，井野で調査されており，広く佐倉市に分：布する。頻繁に下
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轡野1＼評1誓源1滋

　　Abb．27　成沼砂層上の浅いローム上に生育しているクヌギーコナラ群集

　Quercetum　acutiss三mひserratae，　alsSekundar・Wald　aufdUnnemKanto－
Lehm廿ber　einer　Narita．Sandschicht．

草刈が行なわれている林分で植林周辺に残されていたり，5～20度のゆるやかな傾斜地域に広く

残されていることが多い。また傾斜30～60度の地域では斜面保全のため二次林として残されてい

る。クヌギーコナラ群集などの斜面の二次林内では草原構成種が豊富で，出現種数51～81種とき

わめて多い（Abb．26）。

　シロダモ変群集は井野，畔田，生谷，臼井，下志津，小竹，吉見，山崎，木野子など広く調査
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劉♂態勢、

，藩壽議’
繍鱗　　魏

　　　　錦鱗・

　　　　　懸1勇

　　　　　　　霧

　　　　　　　　　　　　　Abb．28　クヌギーコナラ群集の内部

　　　　　　　　　Inneresdes　Quercetum　acutissimo．serratae．

された。最近の燃料の消費が薪炭から石蟹に移ったため，薪炭林としての経営が必要とされなく

なった。したがって下草刈りなど人為的影響が緩慢になったため潜在自然植生（p．80）構成種の

常緑植物の生育が復元された。樹高7～16mと変化は多いが林内には常緑植物の復元がみられる。

シ掴ダモ変群集はさらにホオノキ，コバギボウシで区分される植分，特別な区：分種をもたない三

分，シュロ，イヌワラビ，ヤマトリカブトで区分される植分に下位区：分される（Abb．28）。

　クヌギーコナラ群集は関東地方の関東ロームの影響を受けている丘陵地や台地に広く分布して

いる。10～15年毎の伐採により持続しているが，一切の人為的影響を停止した時にはシラカシ群

集が生育できる立地と考えられる（宮脇1967）。クヌギーコナラ群集は典型亜群集及びオオバギ

ボウシ亜群集に区分される（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1971）。典型亜群集は相模湾沿岸や東

京湾沿岸のシイ，タブ林域（潜在自然植生がヤブコゥジースダジイ群集やイノデータブ群集が最

適状態で生育可能な地域）からシラカシ林域（同様に潜在自然植生がシラカシ群集の場合）に移

行する地域に分布している。オオバギボウシ亜群集はシラカシ林域の典型域，すなわちやや内陸

の丘陵，台地に発達している。佐倉市におけるクヌギーコナラ群集は内陸型を代表するオオバギ

ボウシ亜群集に含まれる。房総半島では，東京湾に面した斜面を除きクヌギーーコナラ群集は一部

ヤブコウジースダジイ群集が生育している木更津市，君津布，富津市にまで海岸の影響の少ない

地域に分布している。オオバギボウシ亜群集は，佐倉市より千葉市，市原市，茂原市の房総半島
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　　　Abb．29譲状斜面にみられるケヤキを伴ったイヌシデーコナラ群落。

　Cα7ψ珈‘∫孟50110／20謝ムQμ8測558脚’α一Gesellschaft　mit　ZθZた。槻∫8η窺αauf　eiHem

A1）hang．

中央基部の臨地，丘陵地に分布している。房総半島南部は別の単位になると考えられる（宮脇他

未発表資料）。

　関東地方の雑木林を形成している二次林は，大きく別けておよそ次の群集がみとめられる。す

なわち海岸のヤブコウジースダジイ群集の代償植生と考えられる魔羅シバリーコナラ群集（宮

脇他1971，宮脇・原田他1973，宮脇・藤原他1971，1976），シラカシ群集の代償植生と考えられる

クヌギーコナラ群集，シキミーモミ群集の代償植生と考えられるクリーコナラ群集（奥富，辻，

小平1976），がみとめられている。さらにイノデータブ群集の代償植生と考えられるイヌビワー

ミズキ群落（宮脇昭編著1972）や，シイ林域とシラカシ林域の移行帯の適潤地に多くみられるイ

ヌシデーコナラ群落などいくつかの植分がみられる。

　これらの多くの二次林植生は強い人為的干渉とつり合い持続している森林植生である。このこ

とはまた逆に人間の森林内への立入りなどに対しても許容し，持続できる森林といえる。佐倉市

内に残されているクヌギーコナラ群集は，都市周辺の緑地として，自然公園の利用などとともに，

夏季の緑葉，秋季の黄・紅葉，冬季の落葉，春季の新芽・若葉など四季おりおりの変化を鑑賞し

楽しむことができる（Abb．28）。
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　2）　イヌシデーコナラ群落

　　　0αrpεππ8　f8cゐ。π08ん莇側Qπθrc郡8　sεγrα’α一GeseHschaft　（Tab．12，16）

　佐倉市は東部に比較的急傾斜の台地や丘陵地が位置するのに対し，西部にはゆるやかな丘陵地

が集まっている。土地開発も安易に行いやすく，厚くおおわれた副司ロームを造成し，いくつか

の団地建設が行なわれている。残されている丘陵地の大部分は頂部が広く平坦でトウモロコシ，

サツマイモ，落花生，サトイモ，ショウガなどの畑地で，斜面にはスギ，クロマツ，アカマツ植

林が行なわれている。クヌギ，コナラの林分も植林周辺にみられる。U字形の地形を示す谷部で

は，比較的湿度が保たれている。このような立地に残されている二次林は，乾生型のクヌギーコ

ナラ群集と異なり，イロハモミジ，ムクノキ，クマワラビ，キチジョウソウなどの適潤生地の植

物が生育している。高木層にはイヌシデが被網3～5と優籍し，枝葉が林内をおおっている。

　このような娘分はイヌシデ，アカガシ，アマチャヅル，イヌワラビをクヌギーコナラ群集に対

する区：分種としてイヌシデー簗ナラ群落にまとめられた。

　イヌシデーコナラ群落はさらにオオイトスゲ，ヤマシロギク，エビネ，ハンショウヅル，キク

バドコロで区分される増分と，イロハモミジ，ケヤキ，アオキ，ツルマサキ，ムクノキで区分さ

れる植分に下位区分された。

　イヌシデーコナラ群落は，一般にシイ林からカシ林に移行する丘陵地や台地斜面に，イヌシデ

が優占した林分としてみられる。主として関東ロームでおおわれた地域で谷部斜面にみられるが，

種組成は一定ではなく地域，地形あるいは潜在自然植生により異なった種組成をもっている（宮

脇・藤原・中村・大山1976，宮脇・藤原・鈴木・木村・篠田1976）。関東地方では湘南海岸に多

く記録が報告されているが，既存の二次林と比較検討を行なうと広義のオニシバリーコナラ群集

に含まれ，イヌシデーコナラ群落特有の種組成をみることができない（中島1975）。しかし，関

東地方から東北地方の常緑広葉樹林北限域から夏緑広葉樹林下部にかけてイヌシデ，アカシデ，

クマシデなどのシデ類とケヤキ，ムクノキが相観的に他のコナラ林と異なった林分を形成してい

る。このような林分は中間温帯と呼ばれ，夏緑広葉樹林の下部に，モミを含む林分とともに立地

に応じ生育していると考えられる。佐倉市におけるイヌシデーコナラ群落は，適癖地に生育する

代償植生の一型であるが，広くは夏緑広葉樹林下部のシデ林をふるさととして下降してきた植分

といえる。

　イヌシデーコナラ群落は，クヌ隅一コナラ群集よりも人為的影響に対し，わずかに敏感である

が，斜面保持，環境保全林として保護し，あるいは都市公園や鑑賞に耐える植分として適度の利

用が可能である（Abb．29）。

　佐倉市の地形を構成しているいくつかの台地には幅は狭いが，深く入りこんだ谷が何列かみら

れる。このような谷にはスギ植林が多く行なわれている。臼井城趾と佐倉城趾では，高木1轡にケ

ヤキあるいはムクノキが，被度3～5と優占する林分が調査された。樹高20～22mと高いこのよ

うな林分はケヤキームクノキ群落（Aab．16）にまとめられる。
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d，　Aufnahme；

　　　Tab．16　ケヤキームクノキ群落

Z8♂々。τα50ηエz如・4ρゐαアz召ノ2読8α宴）8／u－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　調　査番　号

　　　　　　　　　　　　　調査年月日

Exposition＝

Neigung　（o）：

Gr6Be　d．　Probeflache（mxm）：

Hδhe　d．　Baumschicht－1（m）：

1）eckung　（1．　Baunユschicht－1　（タ6）＝

H6he　d．　Bau狙scbicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

．Deckung　d，　Krautschicht　（96）：

ArtenzahL

Frrennarten　d．（≡｝eSe11SChaft：

　4♪んα7．zαη躍8α砂81翅

方　　　　位

傾　　　　脳

．調査繭積
高木耳1麟の高さ

高木第1暦の植被率

高木第2屡の高さ

高木第2層の植：被痢

低木履の高さ

低木麿植河心

草本履の高さ

草本層植被灘

繊現種数
群落区分種

　ムクノキ

i　1　　2
iワ6ワ5
1　5　10i
l　　I2　　23

1LNW
i＿　2◎
i
i　8×15　20×20

i2・22
i7090
－581　40　10
13　3
｝4・7・
1α5・・0
…　30　40
［33　44

Zθ疏。ηζτ581フπ診α

　R6∫π80んθαoαプノ18α

　D1：y（～μ8痒5zαoθプα

P∂ら・5蓬々πηψ0ちの♂（ψ1Lαη‘η3　var．磁θプノπθ伽ノπ

　P8臨5∫彦85ブ砂。πゴ6κ5

　エ）ご功024z‘〃z　565∫∫Z8

Sonstige　Ar£en：

　五プ郡π6毒παノー∫αごみゴπ0

　翫ぬπブ1LOηめ（処

試4プ読∫∫αノ＠oπfcα

qρ毎（ψq90π0んτσだ

んκ⑳αブ⑫oノ～foα

地oZ琵58α∫θプ∫‘8α

滋たθδ’α’プ∫π）々α’α

　T7ηc1妙。αψz‘5／b1¶’z6／16∫

ゐゼ2擢∫妙8μα轡1曖yzzα

　CαノπθZ〃αゴ妙。／z∫6α

魚ωノリノηzz65∫∫660Z4ガαπ㍑5

出現1畷の種

ケヤキ

　キチジョウソウ

　クマワラビ

　アイアスカイノデ

　フキ

　ホウチャクソウ

その他の種

　アズマネザサ

　キヅタ

ヤブコウジ

ナガパジャノヒゲ

アオキ

シロダモ

ミツバアケビ

シュロ

ヤブラン

ヤブツバキ

マユミ

　Bl

　B2
　S
　Bl
B2S
K
K
K
K
K

SK
　B2

　K

　K

　K

　S

　B2

　S

　K

　K

SK
　K
S

S

2・2

1・2

1・2

3・3

1・2

4・4

十

十

十

！・2

十・2

●

1・2

十

1。2

3・3

1。1

1・2

十・2

十

十

1・1

十

5・4

●

1・2

●

土
3・3

十

1・2

十

十・2

2。2

十

十

2・2

2・3

十

1・2

1。1

十

土

十

÷

Auβerdem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．1；C7砂∫oη38グ∫αブ＠oノ～∫oαスギB2－1・1，　Cα5彦απ⑫5∫5餌功∫ぬ如



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

var．5’8うoZ4翻スダジイB1－1・1，　Ho醜忽y疵α‘01”ぬ’αドクダミK一十，05η3z〃z廊ノ＠oπ～‘αゼンマイ

K一十，腕。如g型♪OC6rαSタチツボスミレK一十，　Dノッ（4＞彦θr∫5♪αclβCαオ；オイタチシダK一ト，　Dθ5η多04∫班π

o∠魏）妙Z粗慢　ヌスビトハギ　K一十，A∬8ノ’α96アπ彦。’4θ5　var，加ノu8　f．　Zθ♂‘oαπ〃1z‘5シロヨメナ　K一十，

Chαη鵡θ陀4θ砺ηめ8η5セントウソウK一÷，　Aノぜ癖αo痒砂αカラタチバナK一十，（か7zo舘8〃3〃鵡ρθ撹α一

ノ峻y〃π2πアマチャヅルK－1・2，P毎yη3αZψ加5渉α01げαvar．π5如’∫oαハエドクソウK一十，07ゴ」じαノ41）oπ’oα

　コクサギS－2・2，D∫砂。ノ層κ〃35ηzf♂σ‘∫7zκη3チゴユリK一十，05ノπo漉詑ααノゴ5’α如ヤブニンジンK－1・2，・46απ一

　〃L（4）αηα謬砂加05κ∫ヤマウコギK一十，Aが5αθ〃雄κπz51z∫ノ2zαウラシマソウK一十，C∫2z22αηzo”協”z／4ρoπ∫α‘’μ

ヤブニッケイS一十，／「04y8’o／zz4ηzノΣZぴb7闇〃38ミズヒキK一十，　in　2：Cε」彦ゴ∫5訪6／z5蕗var．ノ妙。π∫cαエノキ

S一十，L∫9κs〃κ～π0ゐ‘z‘εケbZ忽～πイボタノキS一十，B2℃π∬oηε‘fαたαgfπo葱コウゾS一十，　Rz4ゐz65ρα♂1～L磁z‘∫

　var．6（ψ’（ψ妙〃π5モミジイチゴK一十，燃9ηoZ∫α々。伽3コブシB1－1・LRo5αη弼♂彦ゲ♂072αノイバラK一十，

瓢zo配伽3〃協舶θノ9∬タブノキB2一十・2，　S一十，陥♂∫～〃uノ砂。／z房αビナンカズラS－1・2，　K一十・2，ノ1加之α

gz‘∫η碗αアケビK一十，ゐ。瑠ごθ1π担ρoπ∫‘αスイカズラK一十，　C砂絵♂o’α鋭651Lαプブ加g‘o／z如イヌガヤS－

　1・2，：乃π漉θZoゆ8ノーη刎〃3α3∫砿～oz〃πテイカカズラK－2・2，丑08ブρα♂〃3碗3‘ηzイロハモミジS一十，　P∫θプ∫5

67窃あαオオバノイノモトソウK－1・2，qyプ’o〃3如η多ノ初≠πηθ∫ヤブソテツK－1・1，1）1＝y（4）孟8痒5θノ＝舛1ガ0507u

　ベニシダK一十・2，Ez40覆y〃zz‘∫ノbプ’z‘η8∫var．　m読。αノz5ツルマサキB2一÷・2，　K一十・2，α8ノ「04θπ47膨那翻ご1LO・

　孟。η㍑‘η3クサギS一十，Bo61Lη多8r∫απψoπoη∫η8αカラムシK一十，・乙ツ60プ∫∫πz4∫碗αヒガンバナK一十，　Zプ∫∫

ノ＠o／z∫06シャガK一十・2，Dれy｛桝8ノ曹おろ∫∬θ彦∫瑚βヤマイタチシダK一十，PoZ♂忽ノ⑫o加6πヤブミョウガK一十，

調査地Fundorte；1：Usui－Joshi臼井城趾，2：SakuraJ6shi佐倉城趾．

　ケヤキームクノキ群落は，キチジョウソウ，クマワラビ，アイアスカイノデなどの適潤地生の

草本植物を区分種としてまとめられる。ケヤキームクノキ群落には低木層にアオキが被度2～3

と生育し，シロダモ，キヅタ，ナガバジャノヒゲ，シュロ，ヤブラン，ヤブツバキなど常緑植物

が多く生育している。～般に佐倉市の地形を形成している台地斜面では関東ロームが浅く成田砂

層の上に腐植森林土が堆積している場含が多いが，佐倉市西部の井野，志津原，吉見，臼井台な

どは関東ロームの堆積が5～6mと厚：く，斜面は比較的ゆるやかなところもある。したがって，

このような立地では，海岸線ではイノデータブ群集が生育しやすいが，やや内陸地ではシラカシ

群集ケヤキ亜群集の生育がみられる。佐倉市ではシラカシ群集ケヤキ亜群集と比較しシラカシ群

集はシラカシ，ヒサカキ，チャノキで標徴され，ケヤキームクノキ群落はアイアスカイノデ，フ

キ，キチジョウソウにより区分される。したがって佐倉市ではムクノキーケヤキ群落はシラカシ

群集の下位単位としてではなく，イノデータブ群集が生育可能な適潤地の谷状地に代償植生とし

て生育していると考えられた。

　3）　アカマツ・クqマツ植林

　　　p加麗8deπ8ε，Zorα一，　pεη麗8漉zεπ6θrρεレForsも（「rab。13）

　佐倉市の植林地の大部分をしめるのはアカマツとクロマツの植林である。とくにアカマツ林は

佐倉帯の農村地方とくに南東方面の台地上や斜面に普遍的に見られる。

　アカマツおよびクロマツは，同じ造林樹種であるスギが湿生立地に植林されるのとは対象的に，

風のよく当たる，乾性な台地，または尾根や凸状斜面に植えられる。アカマツの樹冠は一般に薄
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く，したがって成林した状態でも林内はきわめて明るく（高木層の平均植被率70％），多数の夏

緑広葉樹の出現が可能である。

　三内には各地において，スギが二段林形態で植栽されている。また土地の所有界などの区：画線

にそって，スギが列植される場合も見られる。これらは，この地方に特徴的な林業経営の一形態

と考えられる。

　アカマツ・クロマツ植林には約40～60種の植物が生育する。その中には夏緑広葉樹として，コ

ナラ，クリ，ガマズミ，サワフタギ，ムラサキシキブ，ゴンズイ，ヤマウグイスカグラなどが生

育している。つる植物も多く，ミツバアケビ，ナツヅタ，サルトリイバラ，エビヅル，ツルウメ

モドキなどの夏緑性の藤本が陰につく。さらに，アズマネザサ，モミジイチゴ，タラノキなどは，

向陽地生の植物であり立地の撹乱の要因を指標する種群である。

　今回調査された市内での！0ケ所のマツ林は種組成の比較によって2つの単位に分けられた。ス

スキ，ノガリヤス，シラヤマギク，ヤマノイモ，ヤマハギ，ネムノキなどで区：分されるアカマツ

林は，台地上や，凸状斜面などの，受光量の多い，もっとも乾性な立地に生育している。林床に

ススキ草原の構成種が多いことからきわめて人為的な三二の多い二分でもある。一方ホウチャク

ソウ，ドクダミ，キズタ，アカネ，コブシで区分される植生単位は，前者よりもやや湿性な平坦

地や斜面に見られる。この植生単位：の立地は，スギ，ヒノキ植林の乾生地タイプや，イヌシデー

コナラ林の立地に接続している。

　アカマツ，クロマツ植林の林床には他の二次林と同様に，常緑広葉樹の若木や芽生えが数多く

見られ一部は高木層にも達している。舌内に最も多いシラカシはこの立地の潜在自然植生である

シラカシ群集の存在を決定づけている。

　の　スギ，ヒノキ植林

　　　Orgpfo7πerεαノαpo凝。α・，0んα7παθc〃Pαrε80b加8α一Fort（Tab．14）

　アカマツと並び，わが園の造林樹種の代表的な種である。スギとヒノキは，佐倉市においても

各地に植林されている。佐倉市の地勢は平坦な関東μ一ム台地と，開析された樹枝状の谷および

斜面に分けられるが，このスギ，ヒノキは，斜面部のしかも凹状斜面を中心とし，一部台地上の

平坦部にも見られる。スギ，ヒノキの植林形態は様々でスギ，ヒノキ各種の単純林や，アカマツ

林下にいわゆる二段林として植栽されているものまであるが，この植生単位では，斜面部や平坦

部にスギまたはヒノキの優占する典型的な林分を扱かっている。

　十分生育したスギやヒノキの植林地は，うっ閉した常緑葉と適潤な立地条件のため，林床には

多数の陰生植物が繁茂している。佐倉殉内で調査された11ケ所のスギ林では，出現種数は49～76

種を数えた。

　スギ植林地の林床植生は高さ2～3mに達する植被率の低い抵木層と，ひかくてき植被率の高

い草本層よりなる。低木層にはムラサキシキブ，ヤマグワ，ガマズミ，ヤマコウバシ，マユミ，
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サンショウなどの夏緑性の低木が高常在度で出現している。また向陽性のアズマネザサも局所的

に残存している。つる植物では夏緑性のフジがとくに目立つ。

　草本層には多くの草本植物が見られるが，中でもドクダミ，ヌスビトハギ，イヌワラビ，フタ

リシズカ，コチヂミザサ，シケシダ，ミゾシダなどが多い。

　スギ，ヒノキ植林地には出現ひん度が高く，しかも他の植林地のアカマツ林や，薪炭林のクヌ

ギーコナラ群集に殆んど出現しない種には，ハエドクソウ，アマチャヅル，ミズヒキ，オクマワ

ラビ，ニワトコ，シケシダ，ツタウルシ，ケヤキなどが挙げられる，これらの種群は一般に谷状

地の適潤地に特徴的に出現する種であり，同様の立地に植栽されるモウソウチク林にも共通して

生育している。

　佐倉市で得られたスギ植林の植生は種の組み合せで2つの下位単位に区分され，それぞれはさ

らに2つに下位区分された。ナルコユリ，ウツギ，ヤブニンジン，ミツバで区分される単位：は亜

高木層の発達が悪く，多くの常緑広葉樹の若木を欠いている。林床には上記の種の他，ドクダミ

の被度が高くトボシガラ，アオスゲなども菟られ立地が全般的に陰湿である。この植生単位の中

で，ムラサキケマン，ヤブタビラコ，ヒメジョオン，ヨモギなどで区分される単位は，もっとも

湿性な土壌条件で，しかも下刈りなどの人為的影響の強い群落と判定される。

　一方コブシ，ヤマコウバシ，ナツヅタ，シロダモ，エノキ，ムクノキなどで区分される単位：は，

林床早生がひかくてき発達していることを外している。とくに常緑高木が下立って多く，しかも，

常緑広葉樹のシロダモ，ヒサカキなどが低木層まで，伸長していることからもそれと判定される。

　林床に生育する植物の中で常緑広葉樹の生育は，その立地における潜在自然植生を判定する手

がかりを与える。スギ林下には，シラカシ，キズタ，ヤブラン，ジャノヒゲ，シロダモ，ピサカ

キ，ヤブコウジ，モチノキなどの常緑植物が出現している。高木としては，シラカシが圧倒的に

多く，まれにアカガシ，スダジイが見られ，ウラジロガシ，タブノキは見られない。この結果

スギ植林下の潜在自然植生はシラカシ群集の可能性がもっとも強い。

　佐倉市域では西御門，坂戸，米戸，井野などの場所でスギ植林の調査資料が得られたが，その

総面積はアカマツの植林面積に比較するときわめて狭い。

　5）モウソウチク林

　　　Ph〃πos‘αeゐ〃8んθf8roc〃eZαval㌧　Pπ6θ8cθπ8一〕Besta餓d　（Ta豪｝・15）

　マダケおよびモウソウチク林は我が国のヤブツバキクラス域において，最も一般的な田園景観

を構成する。

　モウソウチクはユ8世紀前半に中国より渡来し，その後，個々の植分は消長をくり返しながらも

日本の田園景観に定着している。

　モウソウチクは竹細工など，日用品の利用価値が広く，また食用の“たけの子”生産のため広

く植栽されている。
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曝
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＿乱雛

嚢総画戴
　篤灘

灘馨

購
　　Abb．30　数年に一度の刈取りによって持続しているアズマネザサ群落

　　　　　　　（佐倉城趾）

　孟7wz励～αプ飾。飯刀。－Bestande，　die　alle　2－4　Jahre　gemaht　wird　und　dadurch　als

Dauergesellschaft　erhalten　ble玉bt（SakuraJ6sh重）．

モウソウチク林には一般にモウソウチクが優占するが，～部マダケを混生することもある。

　今回得られたモウソウチク林の調査資料は比較的ゆるやかな斜面で，樹高は毘～！5m（平均：

13m），平均出現種数は50種内外ともっとも安定した典型的な植分であった。

　モウソウチクは根茎を伸ばし，数ケ月で10mを越える高木層まで達し懇懇をうっべいする。し

たがって林内湿度が高く保たれ耐陰性の植物である潜在自然植生の構成種が多くみられる。例え

ば，スダジイ，シラカシ，シロダモ，モチノキ，アラカシ，アオキ，ネズミモチ，ヤブコウジ，

ジャノヒゲ等が高い常在度で再生している。また，ムクノキ，エノキ，コブシ，イヌシデなどの

落葉広葉樹も生育している。

　林床は竹の落葉が堆積し土壌は軟らかい。また竹の子の栽培管理のため，耕起や時に施肥が行

なわれる。したがって，陰湿な環境下で生育できる湿性の多年生草本植物や1年生草本植物のド

クダミ，ミズヒキ，ヒカゲイノコズチ，イヌワラビ，チヂミザサ，ツユクサなどが目立つ。

　モウソウチク林は山足に定着した集落では，斜面の下端に植栽される。これはモウソウチクの

生育に適した水分供給の多い立地であると問時に不安定な立地を竹の強固な根茎をはりめぐらせ

て保全させるためでもある。
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　モウソウチク林の分布は佐倉市役所のある海鼠寺町，中尾余滴，並木町等の市街地および同市

北東部の浜宿，岩名等の古い集落に多くみられる。

　6）　アズマネザサ群落

　　　孟r配π4επαrεαcんεπo－Gese豆lschaft（愛aわ．王7）

　畑地の耕作管理が蔭膳されて5～8年経過した場所ではアズマネザサ草原となる。これは，周

囲が森林や草原に接しているほど侵入は早い。

　アズマネザサはネザサ属のもっとも普遍的な種でネザサとともにわが閣の常緑広葉樹林域（ヤ

ブツバキクラス域）全域に広く分布する。関東地方ではススキ草原にしばしば出現し，時にアズ

マネザサのみの純群落となり放置すれば高さ4～5mの密生した草原となる。

　井野で得られた資料はヌヵキど，ナギナタコウジュ，ヒメムカシヨモギなどの放棄地雑草を多

く含んでいるので，完全なアズマネザサ革原ではない。しかしアズマネザサの被度は70％を越す。

その他佐倉城趾や西御門などの他各地で森林の前縁，伐採あと地，公共の空地などに一時的に繁

茂しているのが見られる（Abb．30）。

　ススキが優点しアズマネザサを伴なう群落はアズマネザサーススキ群集として扱かわれるが，

アズマネザサが優占し，しかもススキ草原要素を殆んどもたない群落は，別に扱かわれなければ

ならない。

　アズマネザサの根茎は強固で網目状に地下を横走し立地保全の役割を果たす。したがって，不

安定立地の管理にはアズマネザサ群落の利用が考慮される。

　ア）　ススキ群落

　　　2肱ε8cαπεh駕8　sεπθπ8ε8－Gesel藍scha｛t　（Tab．18）

　ススキの優占する草原，いわゆるススキ草原は，本来，牛馬などの家畜の飼料として，定期的

に刈取りを行ったり，火入れなどによって，いわゆるカヤトと呼ばれるような草原形態を示すの

が普通である。牛馬の特産地には，このようなススキ草原が広大な拡がりをもって生育している。

　一方，森林の伐採後数年経た場所には，ススキが侵入して，ススキ草原を形成する場合もある。

この場合，山地では尾根筋のやや乾性な立地でとくに欝立つ。また，今まで，耕作によって雑草

群落として，おさえられていた状態が，何らかの原因で人為的な管理が停ユとされたあと遷移が進

み，やはりススキ草原のステージを経て低木林や高木林に移り変わる。この場合のススキ草原は，

一般にススキのみが優占し，他には，耕地や路傍の雑草が残存しているにすぎない。

　佐倉市内には，本来のススキ草原，すなわち採草によって持続するススキ群落は見られない。

存在するススキ草原は森林伐採地からの退行，または，畑耕作地の耕作放棄地での遷移途上の稲

としてのものが殆んどである。しかも，これらの面積は小面積で各地に散在している。耕作地に

侵入したススキ群落には，ヨモギ，スギナ，ヒメジョオン，アキノノゲシ，セイタカアワダチ
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（n12）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

Tab．17　アズマネザサ群落
ノ1プ襯読ノzα7ゴαoん勿。－Gesellschaft

　　　　　　　　調査i番号
　　　　　　　　調査年月日

調査面積
低木願の高さ

低木二三被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現麺数

1　　2

’76　’76

5　　5

11　12

25　100
2．0　2．3

90　90
LO　O．1

15　　2

8　　16

3

，75

10

21

25

1．3

90

14

Trennart　d．　Gesellschaft：

　孟7一〃Z4ガ7Zα7一’α0乃∫πO

Begleiter：

　Pμ81ηプ∫αZOうα彦α

　拓θ漉r～α50απ漉π3var．72編ブ8∫

　互gπ’3θ‘z‘ηzαプ”（ηz5θ

　島むgo／zz〃7zα‘功勲zψπノη

　五売56απψんz‘∫5∫π8ノ～5ゴ5

　Ro5αηLZ碗ヴ707rα

　Lolzガ061πノ＠02z∫oα

　飾μ㍑矧ノz∫α‘oノ・磁孟α

　％7帰疏8／zoo∫∬z‘5〃プ6z‘砂∫ぬ如

Rπ6・‘5餌ノノ勲・∫var．吻吻妙伽∫

　Aん8誠zオプケb〃α‘α

　P∂4ygo／zα’z〃7り危1‘α診z‘η3

　飾融ノ・αザん0ノπδ8α

　ノ1プ∫∫α8ノηα2〃一α5ん∫ノπα

　P7一観κ58・ザ4yαπα

　Rz‘腕ααんαπ8

　D∫0500プ6αオ0々α・0

　▽’必z〃7zz〃π読♂α彦α’z〃ノz

　Cψ痂砂qgoπノ妙。／z∫‘μ5

　R13τ‘5ノαηαηゼ。α

　αyo∫ノz85（ヴα

　P比πガα〃πろ∫5z‘z‘α6π刀3

　E♂50ゐ。髭2二∫α0だ毎渉α

　Eプ忽θノ’oπ‘αηα漉ノz3乞∫

Dガ056・ア僧（ヲαノ＠・η磁

　Eプ匁θρoπαノηzz‘z45

　P∂聰0πZ‘η3♂0／Z9お8’Z〃π

　＆涜礁goα♂麗∬∫ノπα

　五妙5απαんz〃ノ3沼5

　COフπノπ8ZかZα60η柳3τ〃Z∫5

　，乙α‘’z40α〃z♂ガ‘α

　Eア曾忽θノηηρ1Lπα漉砂乃fごπ5

群落区：分種

　アズマネザサ
随・伴種

　クズ

　ヘクソカズラ

　スギナ

　イタドリ

　ススキ

　ノイバラ

　スイカズラ

　ドクダミ

　ナツヅタ

　モミジイチゴ

　ミツバアケビ

　ナルコユリ

　キヅタ

　ウラシマソウ

　ウワミズザクラ

　アカネ

　トコロ

　カマズミ

　ジャノヒゲ

　ヌルデ

　ツルマメ

　ヌカキビ

　ナギナタコウジュ

　ヒメムカシヨモギ

　ヤマノイモ

　ヒメジョオン

　イヌタデ

　セイタカアワダチソウ

　ヤブタビラコ

　ツユクサ

　アキノノゲシ

　ハルジオン

5・4　　5●5　4・4

2・2

十

十

1・2

十・2

十

十

o

o

●

●

■

●

o

o

o

●

o

●

●

●

■

o

o

●

●

●

●

●

●

十

十

●

●

・　　十

。　　　　　　　　　　●

●
●

■　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　●

十・2

1・！

十・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

●

●

●

●

●

●

o

●

o

調査地　Fundorte：1・bei　Sakura　Hochschule佐倉高校そば2．　Nishi－Mikado薩御門3．　Ino井野．

●

●

●

●

●

■

●

●

●

o

o

2・2

1・2

1・2

1。2

十・2

十・2

÷

十

十

十

÷

十



Nr．　d．　Au．fnahme：

Da亡um　d．　Aufnahme：

　Tab．18ススキ群落
雌∫oαπ疏～‘35勿θη∫♂∫．Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ム必5σαπオ1LZ‘55∫π81z∫ガ∫

　3αノzg’～‘ゴ30プ枷（励b加αZ∫∫

Begleiter：

　ん勿〃3競α」り7闇’ノ～6ゆ∫

　E（μ4∫8’πノπαノーuθz5θ

　五α6孟zκαカπ漉αvar．　Zαo〃zゼα云α

　PZ‘8ノーαプ∫αZOゐα彦α

　50Z∫ぬ900〃ガ∬力刀α

　ん7め1・05’ααプ診ωz∫∫如8観fαvar．θZα’fo’・

　Eプガ98ro／zカ1L∫Zα4召砂1Lゴα6∫

　Vfo如απgz45’ぴbZfα

　E2噌初ηノzα〃zε‘z65

　G／z砂1Lα読‘〃z碓どノz8

　Rz4〃Z（切ααヲ60∫α

　エ）α4診之∫αoプ8ηα’α

　◎π6ノτε‘∫∫αγヒz如

　Jl〃zα65オ81zz45

　D85η’o読z‘η多。エ砂1迦yZ伽〃多

　盈ψαオω加230肋Z8／3∫8　var．∫∫〃ψ♂∫0のZ珈ノη

　Pん7r㎎η3∫彦θ560ノπノπz〃～ガ∫

　Cα7一θκろプ8η∫α‘Zノπお

　Ro5α”∫0加〃一α∫απα

　Tプケb読伽ブゆ01z5

　乃ノψθ1初α以加4＞『加var．澄00／z忽ピ

　Pα848ノーfα5cαπ4θノ～∫var．ηzαケ8∫

　君プκπ4カZαプゴαCん加O

　v8’っノzゴ‘αμブ5’oα

　R2‘7π鶴。ガ功郡

　ん7ψん加脚θαβ49即・1『砺∫var・ブ妙・沈α

　α1π∫痂‘η3gZoηzθ1rα孟〃π

　Hy鋤尋ooo麦yZθ5必疏。ψ∫o∫48∫

　飛∫’z4cαραブ蛎gZZ〃ノ～α

　αθηzαあ5孟8rπ4707η

　Gramineae　sp．

調査番号
調査年月日

　調査瀬積
　植　　生　　高

　植　　被　　率

　出現鍾数
群落区分種

　ススキ

　ワレモコウ

随伴種

　ヨモギ

　スギナ

　アキノノゲシ．

　クズ

　セイタカアワダチソウ

　ブタクサ

　ハルジオン

　カラスノエンドウ

　ヒメジョオン

　ハハコグサ

　スイバ

　ウツギ

　コナラ

　クサイ

　ヌスビトハギ

　ヒヨドリバナ

　ヨシ

　アオスゲ

　テリハノイバラ

　シロツメクサ

　チガヤ

　ヘクソカズラ

　アズマネザサ

　オオイヌノフグリ

　ナガバギシギシ

　　ウ　ヤフマメ

　オランダミミナグサ

　チドメグサ

　トボシガラ

　センニンソウ

　イネ科の・一種

調査地　Fundorte＝1Takaoka高岡，2Nego根郷，3Ebara江原
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i　1　　2
　　’76　’76

　　5　　5
　　11　　25

　5×10　5×7

　　50　　30

　　70　　40

　　ユ、8　　19

1

4・4　5・4

率。2　　・
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十

●

●

1・2

●

●

●

！・2

十

1・1

1・2

十
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十

十

十

十。2

十

十

1・2

●

●

●

●

o

●

o

●

●

●

2・2

2・3

÷

1・2

o

十・2

十

十

十

■

o

●

●

■

●

‘

○

o

■

●

十。2

÷

十。2

÷

十・2

十。2

÷

十

十

十



52

ソウ，スイバなどの路傍生の雑草が混在し，ところによってウツギ，コナラなどの常緑広葉樹の

芽生えなども見られる。またクズ，センニンソウなどの林縁性のつる植物も侵入し，ときに群落

全面がクズでおおわれる場合もある。

　ススキ群落は定期的な刈取りによって持続群落となるが，人為的管理が不十分のときはクズ群

落やアズマネザサ草漂などにすみやかに移行する。

　8）チガヤ群落
　　　∬㎜Pθ「αfα　c〃髭πdrεσαva凱　ん。επε≦7混一Gesellschaft　（Tab．1g）

　道路ののり面，河川の堤防，畑のあぜなどにおいて，ひかくてき刈取り頻度の多い場所には，

草高30cm内外の草原が持続して生育する。草原の優占種はチガヤを主体とし，多くのイネ科植

物や広葉草本植物が共存している。

　佐倉市内の羽島において，道路わきの，水田に面したひかくてき急傾斜ののり面に生育するチ

ガヤの優号する植分について調査された。このチガヤ草原はチガヤ，コマツナギ，スズメノヒエ，

シバスゲ，キンエノコロなどの種群によって他の類似の群落から区分される。これらの種の他に

はヨモギ，イタドリ，カタバミ，イノコズチなど路傍生の好此素性植物の被度も高い。ススキや

アズマネザサも出現するが被度はきわめて低い。

　チガヤ群落の立地は，ススキ群落のそれときわめて類似した特性をもつ。一般に，森林域の二

次遷移系列において葡者が後者の先駆的な役割を果す。しかし，土壌の性質や気候条件，人為的

な刈取回数などに関して多くの差異が認められる。土壌に関しては，チガヤ草原は関棄地方では，

特筆で恵まれた立地，たとえばよく発達した耕地や土壌上では，ススキ草原よりも優勢である。

しかし，必らずしも湿潤地を好むわけではなく，海岸砂丘などの乾性立地でも，駐盛な生育を見

ることがある。

　チガヤ群落は刈取りや火入れなどによって持続する。利根川一帯に構築され≠こ人工堤防の多く

は，チガヤ群落でおおわれている。チガヤは，地下深く根茎をはりめぐらすため，土壌の安定化

にきわめて効果的な役割を果している。

9）　シ　バ　群　落

　　　Zo〃εεαゴαρoπεcα一Gesel藍schaft（望ab．20）

　シバ群落は日照条件に恵まれた場所において，定期的な刈取りや踏圧によって生育，持続する

丈の低い植物群落である。本来シバは海岸の断崖地，河辺の乾燥した礫地などに野生するが，高

圧や刈取りに強く，地表面に密生してじゅうたん状の広がりを形成することができる。シバはゴ

ルフ場や遊園地のように人工的に植栽される場合が多いが，家畜の放牧や野火によってもシバ草

原が形成される。
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　　　Tab．19チガヤ群落
1ηψ87窃α（：y々π47ゴ。αvar．ゐ08疵9∫∫一Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

£xpos三tion：

Neigung　（。）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査面積
方　　　　位

傾　　　　斜
植　　生　　高

金植　被率

出現種数

2

SE
70

0．3

90

2！

TreRnaτten　d．　GeseUschaft：

1ノノψ8鳩α‘ヅ∫励層磁var．ゐ0θノz∫9ガ

　乃z読8’q勘uρ58μ40一彦〃～o孟。プ毎

　海5‘∫磁ρプ。α〃酬う8π5var．　Zακαπ〃Lα

　3θ∫α2ゴα8’z磁。α

　ルゆα伽η3〃1観うθノ：9ガ

　Cαプ8灘η8プリα∫α

Arten　d．　Mlscanthetea　sinensis：

　ル窃5ごαη〃L㍑55加8π∫∫5

　／1プ％ノZ4ゼπαプゴαCIZ∫ノ20

Begleiter：

　Aプ渉θノπ説αρプ2刀α少5

　Poむgoηz〃πα‘神職α頗7π

　0∬α露560プノ躍6駕Zα’α

　ルオ0παηπZO5α

　5θ漉‘ノπうz‘乃旋ノwπ

　・4‘1老y㍑π孟勧5ノ＠o／z∫6α

　507Z‘ん％50Zθ1η68κ∫

　エ）∫9露αプfαα6508η48η5

　A6α⑫1Lα側5孟π漉∫

　Eプゴ98ノ・oπ3πノπ砿1初～5∫5

　Eア四脚θ”αzαノηzz‘π∫

　Eg麗58紹η3α測θノz∫8

　脇‘∫α〃～gz‘5雄bZ∫α

群落区分種

　チガヤ

　コマツナギ

　キツ不ノマゴ

　キンエノコロ

　スズメノヒエ

　シバスゲ

ススキクラスの種

　ススキ

　アズマネザサ

随伴種

　ヨモギ

　イタドリ

　カタバミ

　クワクサ

　コモチマンネングサ

　イノコズチ

　ノゲシ

　メヒシバ

　エノキグサ

　オオアレチノギク

　ヒメジョオン

　スギナ

　カラスノエンドウ

1
4・4

1・2

2。2

1・2

十。2

1・2

十

十・2

3・3

1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十。2

十

調査地Fundortl羽鳥Ratori，調査年月日Datum：1975．10．23

　佐倉市ではシバ群落の面積は狭く，将門西部の山地のゴルフ場の他，各地の学校，工場地など

に点在する（Abb．31）。

　シバ群落はシバを優占種とし，シバスゲ，スズメノヒエ，ネズミノオ，ネジバナ，ニガナなど

を構成種とする。いずれも多年生草本植物であり，草丈低く，刈取りに耐える。錯圧が強くなる

とオオバコ，カゼクサなどの踏跡群落構成種の量がまし，はなはだしい場合はオオバコ群落をへ

て裸地化する。
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　　　Abb．31　コルフ易は人為的影響のもっとも強い植生域の一つである

　Dleser　Golfplatz　13t　durch　haufエger　t肥fes　Mahen，　elner　der　scharfsten　n｝ensch11chen

VVlrkungen　ausgeseht

　10）セイタカアワダチソウ群落

　　　So髭dαρo　αε痴ssε〃εα渤Gesellsc｝茎aft　（Tab．　22）

　近年第2次産業，鵠3次産業の発達によって都市化による耕作放棄畑地や水田，そして国造地

などが多くみられるようになった。このような立地の人為的管理が停止した直後の不安定な状態

ては，しはしばセイタカアワダチソウの一斉群落がみられる。

　佐倉布においてセイタカアワダチソウは印旛沼の沼ぞいのヨシ群落に接した所，あるいは糊作

を停止した水田や畑地に多くみられ，工易の空地，道端などにもみられる。先駆植生としてのセ

イタカアワダチソウは生育立地にきわめて広い巾をもつが，乾燥した台地上には少なく，台地下

部の地下水位の比較的高い水田や畑の創作放粟地，富栄養化した沼地のヨシ群落，河辺冠水草原

のオギ群集なとの刈取地などに広くみられる（Abb　32）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．20　シ　バ　群　落

　　　　　　　　　　　　　　　　Zのノ5ガα∫妙αzf‘α一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d・Probeflache（組2）：　　　　　　　　　　　　　　調　査　面　積

Hδhe　d．　Vegetatio且（cm）1　　　　植生高
Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　全植被率

Artenzah1：　　　　　　　　　　出現種数
Trennarten　d．　Gesellsclユaft：　　　　　　　　　　群落区分種

Z（り廊ノ妙ω寵α　　　　　　　　　　　シバ
　％砂盈〃π孟1LZ〃zδ8磐ゼ∫　　　　　　　　　　　　　　スズメノヒエ

　の07り60伽3カz読α‘∫　　　　　　　　　　　　　ネズミノオ

A鯉冷雨麹塑膿璽堕錨　　　　　　　　　　　オオバコクラスの麺

　pz碗α9・蔵α批α　　　　　　　　　　オオ．ミコ
　Eプα9プ。∫廓∫診ノγ～顧ノz即　　　　　　　　　　　　カゼクサ

触leite王・　　　　　　　　　　　随伴種
　D紗孟α廊η認α∫・β〃∫　　　　　　　　　アキメヒシバ

調査地Fundorte　u．　Datum＝Yamatodai　in　Kamishlzuhara．ヒ志津原大和台1975．10．21．

1　　　2

1　　　4

4　　10

90　　90

6　　　6

5。4　　5。4

÷・2　　十

÷　　十・2

1・1　　1・2

÷　　2・2

2。2　　2・3

　佐倉市内で調査された5ケ所のセイタカアワダチソウ群落は，植生高1．8～3．51n，植被率70～

90％で，セイタカアワダチソウ一種がきわめて密生した単純な群落相観を示す。群落内の照度は

低く，ヨモギ，アシボソ，ヒメジョオン，スギナなどがわずかにみられる。優占種はセイタカア

ワダチソウであるが，やや植被率の高いものにヨモギがあげられる。群落構成種としてはイヌタ

デ，アメリカセンダングサ，ミゾソバ，ヌカキビ，コブナグサのタウコギクラスの種，オギ，セ

リなどのヨシクラスの種が高常三度でみられる。蹟現回数は8～20種である。得られたセイタカ

アワダチソウ群落はイヌタデ，ヌカキビ，イノコズチを区分種とする植分と，ススキ，チガヤ，

ニガナを区分種とする植分に下位区分された。前者は地下水位の高い水田放棄地に生育し，妊窒

素性のタウコギクラスの種をもつ。後者は畑，あるいは水田放棄地であるが前老に比し乾性で，

やや遷移が進みススキクラスの種により区分される。

　秋に一面に黄色い円錐形の頭花をつけるセイタカアワダチソウは，日本には北米より戦後入っ

て来たものといわれ，帰化状況は南より関東までの諸地方にすさまじい勢いでその生育地を広げ

ている。養蜂業者の密源植物としての利用価値はあるが，ブタクサと並んで花粉病の原因ともな

る。セイタカアワダチソウの旺盛な生育力と他種を寄せつけない原因は地中を横走する地下茎か

ら他感作用を起こす物質を出すためであるともいわれている（Abb．33）。

　11）ヤブジラミーヤブガラシ群落

　　　Torπε8ノαpoηεcα一Cα〃rα‘εαノαpoπεcα一Gesel董schaft　（Tab．21）

　林地が耕作地や道路などの開放地域に接する場所には，多年生の草本植物やつる植物を主とす

る群落が帯状にふちどつて生育しているのがしばしぼ観察される。また，耕作地や造成地の末端
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　　　　　　Abb．32　水田耕作放棄地を埋めるセイタカアワダチソウ群落。

　　Neu　aufkommende　30Z畝z8りαZ彦∫∬’7πα．Gesellschaft，　die　zahlreiche　brach　liegende

Reisfelder　bedeckt．

聡。
　　　　艦

藩
　　　　　　　　　　　　　ギ灘

　　　　愚心講叢

蔑．・磯療

鎌
難

　　Abb．33　観賞用に栽植されたセイタカアワダチソウが人為的に破壊された立

　　　　　　　地に急激に侵入し空間を占領する。

　　30疏ぬgoαZあ5sfη3α，　die　fr廿her　als　GenuBpflanze　aageba膿wu■de，　ist　heute　ein

gefahrlichtes　exotisches　Unkraut　in　Japan　geworden．　das鷲berall　auftritt　und　rasch　wachst，

wo　durch　Tmenschliche　u．　a．　Wirkungen　eutrQphe　nackte　B6den　entstanden．
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Nr．　d．　Au．fnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr68e　d．　Probefl装che（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vege亡a三三〇n（％）；

Artenzahl　l

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　50〃磁goα髭∫∬∫ηzα

　A2噂‘8η瓦∫磁ρノカz6¢ρ5

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　ム必C7¶05超9∫Z〃πuカノ卿Z8z‘〃3　var．ρ04y∫’α‘んツZ〃π　アシボソ

B’漉π3／〉一〇’πZo5α

Po聰。ノ耀〃z訪z〃zゐ8’召・涯

PO砂90／ZZ‘〃L　ZO／zgご58如η3

％ノz’α‘η3δ’5z‘なα’z‘〃3

／lo乃∠y／rαη診1昭3勲z〃弓～8∫

Mε5cαη孟1Lπ∫∫∫アz8135お

1〃ψα霧αり∫・z凶加var．ん・θノz∫9・揮

鷺ε1・’5ぬ1zオα診α

Tab．22　セイタカアワダチソウ群落

　　30♂∫6臨goα薦∬伽α一Gesellschaft

　　　　調査番号　　；1　2
　　　　言周　査　年　∫ヨ　Ei　　　　　　　　…　　’75　　，75

　　　　　　　　　　　　　　　　10　10

　　　　　　　　　　　　　　　　21　21
　　　　讃胡　　査　　面　　程｛　　　　　　　己　　25　　　15

　　　　植　生　高　　…3・52・8
　　　　金　　植　　被　　率　　　　　　　　　　　　70　　　70

　　　　と島　　現　　種　　数　　　　　　　　　　　12　　　！7

　　　群落区分種　　　　　　｛

　　　　セイタカアワダチソウ　　　5・4　4・4

　　　　ヨモrギ　　　　　　　　　　　　　　　2●3　 2。2

　　　下位単位区分種　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　il再旧

　　　　　　　　　　　　　　1　…

　Pん1・㎎〃凄鉱85ωη〃πz〃zf5

ゐ‘・～α∬姫‘∫μ∫var。融ψ∫6ノエ5

Sgnstiges：

　Eフぜ9θ1－oπαノηz㍑z‘∫

　Egz‘’5θ魏ノπα7一ηθz58

　P㍑（ヲ6あr∫α∫6αη6ZθZ5　var．フπαカで∫

　V乾5孟θノゴα／Zo1”乃z〃z6あ

　A7－疏1rα必。π配功∫4z‘5

　2～査50αη〃㍑6∫∫α66乃αブ∫〃0プ％5

出現1回の種

アメジカセンダングサ

ミゾソバ

イヌタデ

ヌカキビ

ヒナタイノコズチ

ススキ

チガヤ

ニガナ

　ヨシ

　イ

その他の種

　ヒメジョオン

　スギナ

　ヘクソカズラ

　フジ

　コブナグサ

　オギ

3　　4　　5
’75　　’75　　，75

10　10　10

21　23　23
12　100　40
2．5　2．1　1．8

80　8G　90
8　　16　20

6　　7
，76　’76

10　　4

0　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　・

・　　　　　　　　o

5・4　　5。4　　3・3　3。3　　3・3

1・2　　1。2　　1。2　　÷　　　・

　　1・2　÷

：十　1・2　・

1・ @十・2　十
i1・2　十　　十

i＋　＋●2　・

1十　　　　・

■

●　　　　　　　　o　　　　　　　　■

●

●　　　　　　　　o　　　　　　　　●

o　　　　　　　　o　　　　　　　　　o

十

÷。2

●

十・2

■

o

1。2

0

o

o

÷

十

●

十

十

〇

o

2。3…　・

十…　・

十　　　・

●　　．　　　　　・

●

●

o

o

・

●　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　o　　　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　●

11・2　2・2　2・2：

：1．2　2。2　　十1

i土＿土：a＿2．．1

・　　・　：3・3

　　　　：
・　　・　4・2

十

1・1

十

●

十・2

■

十

〇

十

十・2

・

2。2

●

十

■

●

■

り

3・3i

十・2i

●

●

・

．　　　　　　　　　●

■

Au昼erdem　je　einlnal　in　Aufnahme　Nr．1：0θノzαπ銃8ブ側απゼ。αセリ十・2，ノkαZ宴）勧αz↓5‘7rαZ寛エノキグ

　サ十，in　2：Mb5Zα読αフz訪θノ’αヒメジソ÷・2，3β41‘η3うz‘乃雄ノ’τ‘〃zコモチマンネングサ十・2，　P伽一

　”απ疏鰐ηz碗∫％槻ψ昭8ヒメミカンソウ十，30Zαππ那短991幽1．〃πイヌホオズキ十，ハ4b7’κ∫うωπの。露クワ十，

　in　3：Co〃〃7zθ♂加α6α73η3z4加5ツユクサ十，in　4＝加。‘κcαガπ読。αvar．♂α如z∫α彦αアキノノゲシ1・1，飾4yo’露

　♂∫ノz♂♂¢yαηαvar．1L∫ノ4∫z‘如ハシカグサ十・2，　Gθ1ηπ∫z〃3訪～〃z加1：gだゲンノショウコ十，Bo8んη381層如♂02zg∫砂foα

　ヤブマオ十，刀bμ畝姻ノz如coブぬ診αドクダミ十，　in　5：Pz‘6／uガαZo∂α臨クズ2・2，　Cαプ槻sp．スゲ属の

　1種！・2，D85〃zo漉～‘ノπo塀，1妙ZZπ〃zヌスビトハギ牽・2，灘‘ηzηzθ’りη∫α5‘万α伽ヤハズソウ十，％オ8撹∫Z♂α

∫〉¶¢y／zfαノ～αミツバツチグリ＋，識．6∫孟∫‘～α∫）1’06z〃πうθノ～5　var．　Z6z‘6αノz彦1zαキツネノマゴ　÷，ノ1η3うノ405如

α7曜’8ノ厩∫敵プbZ∫αvar．8如‘∫orブタクサ十，Z8疏。微5θ〃『碗αケヤキ十，qyη040π滅z64yZo7zギョウギシバ十，

　動u91’05彦f5！診ノγz顧ア～飢カゼクサ÷，P加‘5漉η5卯。π乙アカマツ十，　in　6：ル傅瑚読π（泓αん鏡αトダシバ

　十・2，Aπ鋤噌砂ogo7zηか9ゴπ∫oμ∫メリケンカルカヤ十，　G／z＠1～α読6ノπ媚初θハ・・コグサ十．

調査地Fundorte：1～3：Johza－ponpulo上座ポンプ場下，4：Ishikawa石川，5：Hatori羽鳥，67：

Sumpf　Imba－numa印旛沼騨
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部や果樹園内などにも，路傍生の植物と草原生の植物が一時的に混在する華分が見られる。

　佐倉市内において，このような：立地に生育する植分が数ケ所調査された。その結果，ヤブガラ

シ，ウシハコベ，ヤブジラミ，カナムグラ，イタドリ，ミゾイチゴツナギなどの共通種によって

ヤブジラミーヤブガラシ群落にまとめられた。

　ヤブジラミーヤブガラシ群落には，さらにスギナ，ヨモギ，ヒメジョオン，イノコズチなどの

路傍生の種も高常在度で出現している。しかし，これらの種閥には態度にひかくてき差が多く見

られ，人為的な影響のわずかな差が草本植物の優占度にきわめて強く働いているものと考えられ

る。

　ヤブジラミーヤブガラシ群落は，2つの下位単位に区：分される。一方は，オオイヌノフグリ，

ヤエムグラ，ハコベ，オニタビラコなどで区分される。この植生単位は，一般に耕作地の周辺や

果樹園などの日のよく当たる開放的な場所に見られる。土壌条件は，表層土が柔らかく，栄養塩

類に富むものと考えられる。これに対しキツネガヤ，タチカモジグサ，ジャニンジソ，コナスビ

などで調室される植生単位は，陰生植物を多く含むことから森林のソデ群落として，持続する群

落である。生育地はおもに，佐倉城趾内の道路わきに見出された。

　路傍または垣根や奇縁に沿って生育するこれらの草本植物群落は，一方では隣接する植物群落

から落葉や枯枝などの有機物の供給を受ける，しかも，それらの日陰によって微気候的な影響が

加えられる。他方では人間による踏込み，刈取り，ゴミの投棄などの不定期なしかも直接的な干

渉を受けながら存続している。

　12）アキノノゲシーカナムグラ群落

　　　Lαof郡。αεπdεcαvar．　Zαcεπεα♂α＿、aπηε㏄Zπsノαpoπεαε8圏Gese蓋韮schaft（Taも．23）

　水田や，低地の畑地などのへりや，道路わきのひかくてき地下水位の高い空閑地には，しばし

ばカナムグラの優占する戸惑が見られる。同様に，河川下流部の洪水によってしぼしば冠水し，

泥土が堆積する場所にもカナムグラ群落が形成される。さらに，ゴミ捨場などの富栄養立地や，

林縁などにも多く出現する。

　このようにカナムグラの生育地はきわめて広範囲におたっているが，その生態的な最：適域は沖

積地の寵栄養な湿性立地と考えられる。そこではカナムグラは常に優淫する他わずかの種が共存

するのみである。この植分は，アキノノゲシ一蓋ナムグラ群落としてまとめられる。群落の区分

種はアキノノゲシ，アシボソ，アキノエノコログサなどの1～越年生草本植物である。

　群落の分布地は印旛沼ぞいの沖積低地の他，各地の空閑地に広くみられる。

13）オオバコ群落（カワラスゲーオオバコ群集，カゼクサ自酌オバコ群集など）

　　1）護απオαρoα8εαfεcα一GeseUsc猿af毛e聾（Car圭ci　inc韮sae隔Pla烈tagiロe重疑m　asiaticae，

　　Eragrost呈fer罫gi議ei・Pla筑taginet双瓢asia毛icae　u。a・）（Ψaも．24）
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　　　Tab．23　アキノノゲシ　カナムグラ群落

肋6オzκαゴノz砒αvar．　Zα・加∫α∫α一H翻ぬ3ブゆ・πゴα‘＆Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1＝

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　品〃ノ3z4伽5ノ砂。ノ～ゴα45

　加。オz‘‘αゴノz読’6αvar．　Zα6∫ノz磁α

Mfごノη∫∫磐～Z〃π痂呂∫ノ～6～‘72多vaLρ・ら，5’αc1びz‘刀δ

　＆君α’ゴα声681旧∫

Be琴leiter：

　鞠z‘’5顔6〃占αハび8〃56

　（〕4yノ帰一ブ＠oπガ‘α

　〆1‘1麦yπ己〃’1zμ5ル3‘プ’θピ

　Gプα伽zθα8sp．

　調　査　面　積

　植　　生　　高

　全植被　率
　出　現　穂　数

群落区分種

　カナムグラ

　アキノノゲシ

　アシボソ

　アキノエノコログサ

随伴種

　スギナ

　ヤブガラシ

　ヒナタイノロズチ

　イネ科の一種

／0

0．4

80

8

5・4

十

十

十

十・2

十

十

調査地及び調査年月日Fundort　u．　Datum；亙1no飯野1975．10．23．

　佐倉布において未舗装の道路，農道，学校や公園の敷地などにオオバコの優占している草本植

物群落がみられる。

　調査された群落は植生高が5～20cm，植被率70～90％で，1二昌現種数4～10種，平均7種で，

オオバコ，スズメノカタビラなど限られた種群からなる。オオバコ群落には深根性で好陽性の植

物が多く，オオバコのような接地植物あるいは地中植物（ラウンキエの生活形）よりなる。オオ

バロを除くとカゼクサ，スズメノカタビラ等のイネ科植物，クサイのイグサ科植物，カワラスゲ

のカヤツリグサ科植物などいずれもそう生する植物が高常在度で生育している。また種子の生産

量が多いのも特徴の一つで，種子は風や人，動物などにより広く散布され，雨等の水分条件が与

えられれば短期間に発芽するので，例えば中部山掻地帯の甲斐駒が岳を始めとする3000mを越え

る山の山頂や登山道でもオオバコ群落をみることができ’る。オオバコ群落の分布は北海道から沖

縄諸島まで日本全国にわたっている。さらには北半球のほぼ全域にもみられる。

　オオバコ群落は人に踏まれるという一定の人為的条件下にのみ持続している植物群落である。

道路中央部などの踏みつけの強い所では裸地化しており，次にニワホコリ，スズメノカタビラ，

メヒシバ，オヒシバ等の種群よりなる路上一年生草本植物群落がみられ，次にオオバコ，カゼク

サ等の種群よりなる多年生草本植物群落，さらに踏圧の程度が弱まると草丈も高くなりヨモギ，

ヒメジョオン等の路傍植物群落にその生育地を占領されてしまう。オオバコ群落は強い踏圧によ

る路上一年生植物群落と，電圧の程度が弱いところの路傍植物群落のあいだに位置する多年生草

本植物群落である。

　オオバコ群落は佐倉市において，カワラスゲを標徴種とするカワラスゲーオオバコ群集，ヵゼ
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．24　オオバコ群落

　　　　　　　　　　　　　　　PZ翻如goα5謝加一Gesellschaften

　　1：　Ca「ic玉incisae“Planta9玉netum　asiaticae　　　　　カワラスゲP一オォノミコ群集

　　2：Fragmentarische迎σ漉α9’oα5∫鷹f‘α一Gese11schaft　　　　　　　　オオバコ群落

　　31Eragrosti　ferruginei－Plantaginetum　asiaticae　カゼクサー欲心バコ群集

灘翫欝言
撃注ｧ意1→

畿纏撫識m）：蝋画∵島3α拶81ζ3i13㌔182」3011×2
　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　植　　被　　率　　　　　　　　1　　9Q　　　80　　70　　90　　70　　　80　　　80Deckung　d．　Vegetation（％）：

A・…za・1・　　　　出現種数　…66・668・・
Kennart　d．　Ass．：

　cαア・8必ゼノ～6∫5α

Kenn．　u．　Trennarten　d．　Ass．1

　Eπ乙8γ05‘ゼ5！診プ耀gfη6α

　Tプ⑳Z加π7’ψ8π5

Kennarten　d．｝ユ6heren　Einheiten：

　PZαπ’α90α5ゴα‘f‘α

　POσαノZππα

　」2〃κμ5’8η忽5

Begleiter＝

　V8roπf6ααノ・ηθη5∫5

　5α9”zαノ＠oπ∫α乙

出現1回の種：

群集標徴種

　カワラスゲ

群集標徴種及び区分種

　カゼクサ

　シロツメクサ

上級単位標微種

　オオバコ

　スズメノカタビラ

　クサイ

随伴種

　タチイヌノフグリ

　ツメクサ

15●41　　●　　　。　　　・　　　・　　　。　　　。

・　　　・　：1・2　3●3　3・4　2。2　2。2：
　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・　　　・　；十。2　3●3　　1・2　2。2　3。31

十　　3。3　4・4　2・2　3。3　4・4　2・2

十　　1。2　2。2　2・3　　・　　1・2　十●2

・　　2・2　　・　　　●　　十一　　。　　十

。　　。　　・　　十　　 ・　　十　　1・2

・　　十　　・　　。　　・　　・　　十

Au8eエdem　je　einmal　in　Au魚ahme　Nr．1：C7っ奔。薦8πfαブ⑳o短。αミツバ十，　L妙5αηα1z麗ηL∫♂∫5ヤブタ

　ビラコ十，（沙Z∫5η3θ溜‘3μ7z4μZαオヴbZ∫z‘5　var。ノ妙。加。μ5コチヂミザサ十，　in　2：Cαブθ諾g∫δ6αマスクサ

　1。2，G8κη3ノ＠01z∫6～〃πダイコンソウ十・2，　in　4：（汐η040η盈zo妙♂oπギョウギシバ1・2，　in　5＝ノ1γπη一

　4魏α万α613’πoアズマネザサ十，夏y4ブoo礎y♂θηzα2層薦72zαノチドメ1・2，　in　6：C砂∫θ”αゐz〃層5αψα∫‘o短5

　ナズナ十・2，西砂∫4伽ノπ”∫21g∫厩。％ノ2みマメグンバイナズナ十，ル毎騨5ノ妙。η∫侃5　var・α乃卯02’z4∫サギゴケ

　十，in　7：τ7θノ『07z∫6αρθ1’5∫6αオオイヌノフグリ十，E万8’θブ。πごα刀α4β1z豆5ヒメムカシヨモギ十，Eg擁5窃z‘2π

αノ刀8η58スギナ十．

調査地二FundGrte　1こYoshi磁吉見，2，4：SakuraJ6shi佐倉城趾，3，6：J6nai－Ch6城内町，5こSakatQ

　　　坂戸，7：0hta　太田．

クサ，シロツメクサを標徴種とするカゼクサーオオバコ群集（いずれも同郷en　1977）にまとめ

られた。

　14）コオゾリナーアキメヒシバ群落（造成地の雑草群落）

　　　Pεcrεsノμpoπεcα一ηε9ε∫α吻ひεoεα8¢θπ8・Gesellschafも（8austel藍e・Kr盈utgeseUschaft）（Tab．25）

　斜面を切り崩して造成された裸地や，崩壊地，一時的な盛土地，河辺の裸地などには畑地雑草

群落や，畑地耕作の放棄後に生ずる耕作放棄地雑草群落とは異なった雑草群落が形成される。一
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　　　Tab，25　コオゾリナーアキメヒシバ群落（造成地の雑草群落）

P’01ゴ5ノ妙。／zfoα．Z）なf孟α万αη∫o♂郡68／z＆Gesellschaft（Baustelle．王く：rautgesellchaft）

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he己Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1；

Trenna・ten¢・geSe11SCI・・：

　Eo肋zOOIL10αα協∫一9αZたvar．　P7癬6・Zα

　5θ如万α9♂αzκα

　D忽∫’α7一∫α　　 ηゴoZα508／z∫

　58孟αプ如声ゐθ痒

　Pf副3ノ＠oη加

　Bゴ4θη5ノ｝η2z405α

　Aπんπ礁。η海ゆぬ5

Sonstiges：

　丁漉b伽η渉7’砂81z∫

　Lβ功θ4爾α6繊8α‘α

　Ar‘θηzゴ蜘ρプガ7z6砂5

　Er召8γo∫孟f∫ノ物フwg∫η8α

出現1圓の極

　調　査番号

　調査面積
　植　　生　　高

　全泣面率
　出　現種数

群落区分種

　イヌビエ

　キンエノコロ

　アキメヒシバ

　アキノエノコログサ

　コウゾリナ

　アメリカセンダングサ

　コブナグサ

その他の種

　シロツメクサ

　メドハギ

　ヨモギ

　カゼクサ

1　　　2

64　　64

50　　40

80　　60

16　　18

3・3　2・2

2・2　　2・2

十・2　2・3

2・2　十・2

1・2　　1・2

1・2　　1・2

1・2　　十

十・2　十・2

十　　　十

十　　　十

十・2　1・2

AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：Cω7zηzoZ∫πα601πノ7躍鋭5ツユクサ十．ゐ硯’♂‘6αカz読。αvar。　Zαoガ疵α‘α

　アキノノゲシ十，M∫36α麗1協53∫η6’z3ガ5ススキ十，エ）忽∫診α痒αα4508π4θノ15メヒシバ十，　C／L8π（4》o読御73

α〃zδro5fo∫485ケアリタソウ＋，　in　2；Clz8π砂。読z〃παZろ％〃zシロザ十，50πσ1L！‘50Z81π6飢5ノゲシ十，

　κ瑚z〃zθη窃α5彦ガα‘αヤハズソウ　十・2，Eo妙如ρ加5か鷹αタカサブロウ　十，ゐ鷹∫6如ρ加伽ηz6θη5

var・♂α‘‘αノz〃Lαキツネノマゴ＋，　Po砂90π麗ノπZ砂α”L・ヴb♂fz〃2zオオイヌタデ＋，　G4y6加850ブαツルマメ＋，

調査地Fundort＝Yamanosaki山1｛噺．調査年月欝Datum：1975．10，24．

般に造成地と呼ばれる場所は土地の掩乱によって，有機質を多く含む表層土をはぎ落し，今まで

植物の生育したことのない母材が表面に堆積される。したがってそれらの土壌構造が悪く，雨期

に洪水し，乾燥で亀甲状に裂開する。また極端に栄養塩類に乏しい。

　このような立地にはイヌビエ，キンエノコロ，アキメヒシバ，アキノエノコログサ，コウゾリ

ナ，コブナグサなどのイネ科を主とする植物が先駆植生として群落を形成する。さらに，シロツ

メクサ，メドハギなどの多年生草本植物もわずかに見られる。

　佐倉市には京成佐倉駅北方の造成地をはじめ，宅地朋発に伴う立地改変地域が各地に見られる。

この付近の地質は下層に有機物の乏しい，砂質土の成瞬砂層が横たわり，この地層がひかくてき

容易に堀削されやすく，低地の埋立に用いられている。したがって，これらの裸地上に生育する

雑草群落も貧養立地生のものとなる。

　造成裸地の雑草群落は立地の質の貧化の指標ともなる。
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　15）ヒメムカシヨモギ・オオアレチノギク群落（畑地耕作放棄雑草群落）

　　　βrεgθroπcαπαdθπsεs－1〃rερθroπs配ηzαかθηsε8－Gesellschafも（Brachacker－Unkrautgesellsc蓋a｛も）

　　　（73b。　26）

　耕作が陣止されると，今まで人為的な管理によっておさえられていた，畑雑草とは異なる植物

群でただちに占領される。放棄地や空地に生育する種群の多くは秋季発芽してロゼット葉で越冬

し，5～6月に生育の最盛期をむかえる。主な種としてはヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，

ヒメジ。オソ，アキノノゲシなどがある。これらの種畜が生育すると今まで耕作や除草管理につ

り合って存続していた畑雑草の多くは消失する。

　佐倉市では井野，青磁などに耕作が停止された畑地がある。土中にひかくてき多く残留栄養塩

類を含む場所ではテリミノイヌホオズキ，ダンドホロギクの大形の好心素性i植物が生育する。一

方やや貧養立地化した畑地ではヌカキビ，ナギナタコウジュなどが生育する。

　耕作放棄地はそのまま放置すれば数年でチガヤ群落，ススキ草原，アズマネザサ草原へと遷移

する。ただし，富栄養で適湿な立地は一時的に帰化植物のセイタカアワダチソウの繁茂するとこ

ろとなる。

　16）カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑地雑草群落）

　　　P隻轟eH三a　terna名a・Euphofb三農pseudo－chamaesyce・Ass。　M隻yawaki1968

　　　（Acker・Unkτautgese董lschaft）（Tab。27）

　畑耕作地には，人間による定期的な管理，すなわち耕起，施肥，除草，収穫などの人為的な作

用に適応し，しかも耕作作物と共存し得る一群の雑草が見られる。この雑草群は，一般に1年生

草本植物が多く，好窒素性で多稔性である点が共通している。生活形は作物の生育形に応じて，

有利，不利がある。

　わが国の畑地雑草群落は，5群集にまとめられている（A．Miyawaki　1968）。本州はカラスビ

シャクーニシキソウ群集の分布範囲にある。佐倉市域もこの群集に含められる。

　佐倉市では関東ローム台地の上に耕作畑地が広がっている。ここにはラッカセイ，シ・ウガ，

サツマイモなどが栽培され，また首都圏へ供給される野菜類の栽培も盛んである（Abb．34，35，

36）。畑地雑草はカタバミ，コニシキソウ，クワクサ，エノコログサ，メヒシバ，ホトケノザな

ど！6～20種で構成される。しかし佐倉市では畑地はきわめてよく清耕されているため，雑草の種

類や個体数が少ない。ラッカセイ畑の場合はとくに雑草が少なく，そのため，裸鼠した畑地は強

い冬季季節風のため飛散し，地力の減退が憂慮される（Abb。37）。
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Nr．（1，　Aufnahme＝

H6he叢．　Meer（m）＝

Tab．26　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

E2プg8ノ噂。πoαηα礁ノz5ガ5－Eプ∫gθroπ5’〃13α孟1－8η5∫5．Gesellschaft

　　　　　　　　　調査番　号　　　　　　…　1

　　　　　　　　　海　　抜　　高　　　　　　；20
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（m）；

Deckung己Vegetation（弩）＝

Artenzah1：

Tre黛nafte葺d．　Gesellschaft：

調査面積
植　　生　　跳

動櫃被率
出現王覇

25

2．0

90

25

　亙プ∫961遍。πoαπα4θπ∫∫∫

　Eプ∫961ro／zαノ〃～μτ‘5

　加0如0α∫ノπ玩αvar．　Zα0’πガα孟α

　Eプご981［o／35z〃ノzα抑’8’～5∫5

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　50♂αηZ〃μρん0’θ’π00αψ諺‘η3

　qyμ1・μ∫ノ疵α’o∫プ～α

　施彦OZ4α”∫ll♂05α

　cθノz6ψ8盈τノノめzゴηzα

　湯弓θ01L彦諺631Lf8ノπo哲）々α

　P比ηfα〃μゐガ5z‘」6α孟z〃ノ3

　Aプ’8〃瓦厩α声’∫ノZα少5

　CO〃ZノπθZfπαCOノπ1／Z3〃zf∫

　エ諺∫0ん。諺9∫αご∬fα孟α

　孟ηψ11fατψαα乙849ασoプ‘1zだブ妙。／z∫oα

　孟プππ4’ノ2αブ’α‘ん∫πO

Begleiter：

　50た廊9ησあ∫∬∫刀zα

　P∂如goπz‘η3　Zoπ9器8伽η3

　D磐田α7・fαα4∫68πゐ1z5

　C1上θノz（ψo漉πη多αあz‘ノノ多

　E砂乃0ノ痂α5妙fηα

　3砿αザ∫α勲う8ノ用ガ

　＆ヲ‘αプ∫αη∫2ゴ4ゼ∫

出現1回の種

2　　3　　4　　5

25　　・　20　　・

25　　　30　　　25　　　30

1，8　1．5　1．3　L8

90　　　90　　　50　　　80

16　　15　　15　　12

群落区分種

　ヒメムカシヨモギ

　ヒメジョオン

　アキノノゲシ

　オオアレチノギク

下位単位区分種

　テリミノイヌホウズキ

　カヤツリグサ

　クワクサ

　トキンソウ

　ダソドボロギク

　ヌカキビ

　ヨモギ

　ツユクサ

　ナギナタコウジュ

　ヤブマメ

　ァズマネザサ

随伴種

　セイタカアワダチソウ

　イヌタデ

　メヒシバ

　シロザ

　コニシキソウ

　アキノエノコログサ

　エノコログサ

4・4　3・3

1・2　1・2

十　　十

2・2　1・1

i＋2＋・2
　　　　1i1・2＋・2i

i＋　瀬
　　　　：
i＋・2　＋…

　　　　1
i＋

　o

十

3。3　2・2　2。3

。　1・1　1。2

1・1　。　　。

■　　　　　　　●　　　　　　　●

・　　　　　　　●　　　　　　　●

●　　　　　　　o　　　　　　　■

●

●

●

●　　　　　　　o　　　　　　　●

・　　；3・3　3●3　3・31
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

■

吟　　　　　　　　　 ●

■　　　　　　　　●

●　　　　　　　　o

6

1・1

十・2

2・3

1。2

1・2

十・2

5・5

0

：十　　1・2　一ト・21

i・　・i
　　　・　2。2：・十

i　　　　　l
・・ @　1。2　十・21i　　　　　　　i
l　・　　1●2　　2。21

1・2　十

・　　十

　　5・4
●

●　　　　　　　　　●

・　　　　　　　　●

o　　　　　　　　● 十・2

1・1　・

。　1・2

・　　　　　　　◎

十

十

2・2

o

●

●

十

AuBerdem　le　eimnahn　Aufnahme　Nr，1：0躍α♂露ご。プη∫α4Zα彦αカタバミ　十・2，　Eが96ノ』oπ♪ん∫Zαゐ砂痂。％5

　ノ’ルジオン十’Eoん加oo配。α07麗∫”8㍑♂痘イヌビエ　十，　E「㎎フη5躍5ノ）∫Zo3α三二ニワホコリ　÷，50η01乞z‘5

　0Zθπκ釧5ノゲシ十，β∫δ碑5∫）ηノz4∂∫αアメリカセンダングサ十，　Mb5如汐瑚。飾♂α齢イヌコウジュ　十，

　∠4c1老yノ［αノz読65ブ＠oπ∫‘αイノコズチ十，泌αη5超9加μηf刀zf7zθμ〃3　var．ρo砂5如。友yz‘刀3アシボソ÷，　in　2：

　EZ6μ∫加6カ日4∫oσオヒシ／ミ十・2，　C11θノz（ψ04飢ノπσ〃z∂プ。∫∫of4θ∫ケアリタソウ　十　M∂Z♂㎎’oρθ鷹妙1ζy”α

　ザクロソウ十，八二加1窃αρ58z‘4∂o加η3αθミy68ニシキソウ十，　Pθノ”〃α力初θ5αηz5シソ十，in　3：50Z侃z〃π

〃38〃ψ擁ゴα‘〃3ムラサキイヌホオズキ1・2，αL8η（ψ04加13　sp・アカザ属の1種1・2，んπα7π漉加∫ヵ戯‘Zz∠5

　ホソアオゲイトウ十，Rz8漉rぬ50απゐη5　var，ηZα力窃ヘクソカズラ十，んか一～疵α5如房05α⑳Zfαオミナ

　エシ＋，in　4：雌50απ疏％∬加8’z∫∫5ススキ3・3，　R加3ブα”α痂。αヌルデ2・2，み卿π妙ho7‘αψ7・ψ妙ZJα

　var．吻。厩偽ツリガネニンジン＋，1即αち’ooゐπ9ノπノz4卯。耀ノπキキョウ＋，　in　5：Eg厩56’7〃πα1用肥ノ諺∫8

　スギナ十，ゐ8砂α滋灘∂記。♂07・f．αo碗施Z如ヤマハギ十，Cα5薦π（駕α柳zα孟αクリ十．

調査年月日Datum　d．　Aufnahme　Nr．1，2：1975．9．1．　in　3～5：1975．10，21．

調査地Fundorte：1，2，4：Ino井野，3，5：Aosuge青菅．
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　　　　Abb．34台地上の耕作地に栽培されるラッカセイの収穫状況。

　Emte　von五鷹11∫∫1砂・98α，　d玉e　auf　der　Hochebene　der且albinsel　l30so　auf　weiten

F1註chen　kultivlert　wird．

　　　灘繧灘難懸灘1
魏議

Abb．35　ショウガ畑の状況。ショウガはローム層台地上に多く植えられる（神門）。

　Zカz9必8r（減‘ノ刀αZ8，　eine（1er　typischen　lapanischen　GenuBpflanzen，　w童rd　haufig　auf

der　Hochebene　kult玉viert，　soweit　sle　mit　Kanto。Lehrロe　bedeckt（G6do）．
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轟轟
繋錘

ザ ζ轡動勢く幅
　　　　　謡＼鹸舗身

箋馨誓・

麟
　　蕊続藤謝

　硫鍵洗
3卿洩町鯉

Abb．36　冬作のムギ畑。後方はラッカセイが乾燥のためつみ重ねられている。

　　　　　　Wlntergersten－1伽4α‘〃圃z49α7びAcker（玉1no）

　Abb　37　冬季の畑作物。ネギ，ホウレンソウなど，アズマネササの枝によっ

　　　　て風害を防いでいる（飯野）。

　Wmteraspekt　elnes　Ackers　mlt躍z駕〃ゆ5彦πZo5μη川ndのηzαααoZ82α08αZwelge　vQn

Aプ〃z4‘アzαブzα011〃zo　als　Wlntschutz　gesteckt（11no）
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　Tab．27　畑地雑草群落組成表

Tabelle　der　Ackerunkraut．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6βe　d．　Probeflache（恥2）：

H6he　d・Vegetation（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査番号
調査面積
植　　生　　高

金植被率
出現回数

1　　2　　3

1　30　16
0，8　0．4　！，5

50　40　30

17　16　23

Kennarten　u．　Trennarten　d．　Ass，：

　0灘αあ500ηzfα‘Zαオα

　翫ψ1zoブろ∫α5ゆ∫πα

　q沙8プπ5∫プ∫α

　勘孟0παηだZO5α

　58‘α万αηカゼ4ガ5

　1）∫9あαプ∫α44508π漉135

E・伽・・ゐZ・α6／8Z‘5－9πZZ∫var．ρ7漉6・Zα

　＆18πα7ゼαπ｛460♂α

　五αη痂〃παηψz薦∫oατ46

　五6α⑫1Lααz‘5〃冨ゴ∫

　γ｛グ07zガ。αρ（㌘・5∫6α

　Pθ7一‘Z4α0α0♂8ノη08α

　5θ’z（癖。”π忽z7層∫5

　q塑8～’郡η3ガαηf7・fα

　5b／Z6んZ450♂ε1ηC8μ5

Begleifer：

　αg磁磁窃。♂α∫cθ遅5

出現1騒の種

群集標徴種及び区分種

　カタバミ

　コニシキソウ

　コゴメガヤツリ

　クワクサ

　エノコログサ

　メヒシノミ

　イヌビエ

　ハコベ

　ホトケノザ

　エノキグサ

　オオイヌノフグリ

　スベリヒコ・

　ノボロギク

　カヤツ壁グサ

　ノゲシ

随伴種

　アキメヒシバ

十

1・2

1・2

十

十

2・2

2・3

十

÷・2

十

●

十

■

●

1・2

1・2

十

1。1

1・2

3・3

1・1

十

〇

1。2

■

十

十

2・2

十・2

十

十

十・2

十・2

0

●

●

十

十

〇

●

●

●

。　1・2　1・2

AuBerde職le　einmal　in　Aufnahme　Nr．1；A♂雌〃π∫馨3’z405～4〃3ネギ2・2，勘fπα‘如oZθ1乞π8αホウレンソ

　ウ十。2，ル』αo漉〃π♂砂ραゴボウ十・2，五）陀κ5加β加読。αオヒシバ　十，盆規αプα7z漉z‘∫μ蛎読‘∫イヌビユ

　in　21　Co♂06α5fα85α48／z齢サトイモ3・3，　Cθ漉ψαあη珈∫7／zαトキソソウ十・2，　in　3＝Dαπα6∫oαノリ如

　var・5碗かμニンジン2・2，　Eガg8ノ¶oηα〃z2耀∫ヒメジョオン1・1，5’8Z♂αがαβgz‘碗ゼ‘αウシハコベ1。2，

　Egμガ5伽〃3αノw1～58スギナ十・2，＆8♂如プ∫αα♂5∫ノzθvar．　z〃z磁Zα如ノミノフスマ十，　CILθη（ψo読π〃3ガ。∫一

！∂1如πコアカザ十，％む90πτ‘〃髭0ノ顧5θ’～侃イヌタデ＋，R％ηZ薦α碗05αスイバ＋，V耐α研9鰐∫加ZゴπηZ

　カラスノエンドウ十，▽’和♂αブ妙θπfcαコスミレ十，▽「foZαg7雛）OCεrα∫タチツボスミレ十，互？塚gεヲ僧0㍑

　cαノ雄礁ノz豆5ヒメムカシヨモギ十，yo％πg∫αブ砂。π∫cαオニタビラコ十，　E雌97闇05あ5那認海6απZ∫5ニワホコ

　ジ　十．

調査地Fundorte　in　Aufnahme　Nr。1，2，3：Simosizu下志津，調査年月耀Datum　d，　Aufnahme；1975

　10．21

　17）イヌスギナーヨシ群落（水田耕作放棄地のヨシクラスの群落）

　　　Eαπεsε伽πPα伽彦rθ一Pゐrα9而fθsco配椛ππεs－Gesellschafも（Gesel至schaft　der　Phragmitetea

　　　von肇3τachreisfeld．Unkraut－Gese蓋lsc薮aft）（Tab。28）

　水照の耕作が停止されて5～8年経過した水田は，多くの場合，ヨシ，ガマなどの抽水性の水生

植物でおおわれる。耕作が停止された水田（放棄水田）へのヨシの侵入は，用水路ぞいにヨシ



Nr．　d．　Aufnahme：

Gr68e　d．　Probeflache（m2）＝

H6he　d．　Krautschicht－1（m）：

王）eckuτ1g　d・Krautschicht一一乳　（タ6）：

Hδhe　d．　Krautsch玉ch卜2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Arte窺zahl：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　08ηαπ疏8ノα妙αη∫αz

　Eg厩38如ηzρα肱5置プθ

　L8θノ・5∫α5のζz刀πゐα

　Pん2「α9η3πθ5ω〃3〃Z麗πゼ3

　Pゐαzαノ・∫3αブz〃26加α‘αz

　＆㍑孟oz♂αプfζz吻εノ～ゐπ∫

　ノ1z∫5ノηαoαノ2α〃α4α’z‘〃多

　義yαψπ57πσαoたゼαηπ∫

　Z｛yαψμ5Zzκ冠螂

　Cαηπη雄必力ηoτθf（22ニが

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　7ン少1zααπ9κ5如オα

　乃助αzα’．ヴわZfα

　乃少んα02ぜ例’α麗5

　海膨3・幽5π∫var．4㏄ψ∫6／z5

　13αCんη8gZO605α

　E砺π001LZOα．0プε‘∫一μ々var．‘砒4諺α

　▽伽盈読ααノ～9μ謡ヴb々α

　飾4yo痂4z励∫α

　αゆ6rκ5雌プ’π∫5

　Roγ吻α∫5Zαη読。α

Tab．28　イヌスギナーヨシ群落

E（1κ∫58’～〃μραZτ‘5彦7’oJヲLアr㎎’ノπf’65　Co〃3〃膨πf3－Gesellschaft

　調査番号
　調査i而績
　草本第1層の高さ

　草本第1層植被率

　草本第2層の高さ

　草本第2層植被灘

　繊現糧数
群落区分種

　セリ

　イヌスギナ

　サヤヌカグサ

　ヨシ

　クサヨシ

　ヒメナミキ

　ヘラオモダカ

　ヒメシロ不

　シロ不．

　ゴウソ

下位：単位区分顧

　ヒメガマ

　ガマ

　コガマ

　イ

　チゴザサ

　ケイヌビエ

　アゼトウガラシ

　フタバムグラ

　タマガヤツリ

　スカシタゴボウ

K正

12345678910111213141516
16　　40　　25　　25　　25　　25　　25　　9　　　9　　25　　25　　25　100　25　　20　　25

1．71．4　・　　。　　・　　。　　3　　。　　・　　●　　。　　・　　　　　　　　　・

60　80　　。　　。　　・　　。　　80　　・　　。　　　　　　　・　　●　　・　　・　　。

0．5　．　1．01．01．2α450．5L21．01．GO．50．40．50．5LOO．4

30　　・　　70　　60　　80　　90　　5　　70　　95　　80　100　100　90　　90　　90　　80

13　　23　　！3　　10　　10　　17　　7　　7　　5　　6　　7　　8　　15　　10　　14　　15

十　十

●　　　　　　●

1・2　・

●　　　　　　　●

・　2・2

3・3　　・　1・2　　・

2・2　1・2　　。　3。3

2・2　　・　152　1。2

1。2　・　。　・

十・23・34・42。32・24・43・42。2　一←　　十

十　 3・34・42・35。54・44・53・34・45。5

十　　…

5・42・22・24・4

！。21・2　●　　。　十・2王・2

・　　・　　十　　・　1。2　　。

■　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　○　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

・　　●　十●2　●　　。　　。　　●　　．　　・　　。　　●　　●　　●　　・　　●

■　　　　　　．　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　．

D　　　　　　●　　　　　　○　　　　　　●　　　　　　●

十

十

●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

　　1　．

　　i

K、i

K1…

●　　　　　　　●　　　　　　　● ・　・　。　・　・　十
。　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●

o　　　　　　　・　　　　　　　，　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　●

　　　
：益．覧4i…　　　　　。　。　・

　・　13。3十・21。24・4　1・21　・
　　看　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

・i↓，．2．．鋭3．．3β　。　「．一｝・

。　十　　・

　●　　　　　　●　　　　　　o

12。2十・21・
ゴ　　　　　　　　　　　　　ヨ

ニ　　　　　　　　　　　　　コ

t十　1。21・
　　　　　　　　　　　　　　　　　

コ　　　　　　　　　　　　　　　に

；十　1・21・
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1＋＋・2i．

：＋＋i．

o　　　　　　　●

o　　　　　　　O

●　　　　　　　●

o　　　　　　　o

十　　・

●　　。　　・　　…　　　　　　　十・2　・　　。

。　　・　　・　　．　　…　　　　　　　　十

。　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　■

。　・　…　　　　　　。　十

●　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　O　　　　　　o　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

●　　　　　　　o ●　　　　　　　●

o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　o

十

。　　　　　　●

＋1・2［

：2・21・21・21

o　　　　　　　．　　　　　　　，　　　　　　　o

●　　　　　　■　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　O　　　　　　o　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　■　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■　　　　　　　　　・　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・

o ■　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・

露



Begleiter：

　P∂聰。ππη3訪z‘πろ6／9∫ゴ

　αzプ砒η3加6刀雄z‘05α

　B∫漉ノz5ノ〉層。ηゐ5α

　漉酌。う飢η多虐y，γfcんoZ妙1逸τ‘ηL

　R〃zl‘π‘π伽50αノ露0ηゴ8π5廊

　孟π8ガz8〃zα々8ゴ5αん

　P加zゴα〃3腕5κzα諾167π

　」≧〃κ麗5z8∫cんθzαz4zψ琵

　50Z∫融goαZ擁∫5カノzα

乃ノψ脚渡α姻ゼ鋤加var．々0謡9ガ

　C鰯。ψ厩τ‘ηzsp．

　∠4♂ππ5ノ⑳o疵6σ

　Pμ8αフπoπgoZf6α

　PZα2～ψ曙。α3毎痴。α

　ハ荻）∫zα読α漉加ノu

Mゴ62－05彦・箸加π励π’πα‘ηzvar．ρ0ち・∫螂1胆η呂

随伴種

　ミゾソバ

　タネツケバナ

　アメリカセンダングサ

　アカバナ

　ケキッネノボタン

　イボクサ

　ヌカキビ

　コウガイゼキショウ

　セイタカアワダチソウ

　チガヤ

　ジャゴケ属の一種

　ハンノキ

　アオミズ

　オオバコ

　ヒメジソ

　アシボソ

i
●

十

十

ら

●

●

●

十

〇

2・2　　。　　十　 3・32・2　十

十　 十　 十　 十　2・2　●

2。2　－1一　　十　 2・2十・2　・

・　　十　 2．2　　●　2。3　　・

・　十．2　・　　●　1。2　●

●　　の　　十　一1一●2十●2　・

・　・　十　…

十　　 ●　　十　　一ト　2・2　　・

十　　1。21●2　　．　　・　　十

。　　　　　●　　　　　●

■　　　　　●

●　　　　　　●

●　　　　　　o

●

o

十

9

●

十

●

●

●

o

1・2

十

●

1・2十・22・22・23・32●23・42・21●2

●　　・　1。2　・　十　 十　　・　十　1●2

・　。　・　十　十　十　。

1．21．2　　●　　●　　●　十．2　・

十

●

十

■

●　　　　　●　　　　　・　　　　　■

●　　　　　●　　　　　o　　　　　●

o　　　　　　・　　　　　　●

o　　　　　・　　　　　o

●　　　　　●　　　　　o　　　　　●　　　　　●

・　十・2・

・十・2・　・

■

・　　　　　　■

●

十

●

十

●

十

●

●

十

■

・　　　　　●　　　　　●　　　　　●

■　　　　　　艦　　　　　　Q　　　　　　●

十　　・

●

●

十

●

●

●

●

十十・2

3・31。2

十　1・1

・　　　　　●

●　　　　　○

十十・2

十。2。

十・21。2　・

・　・　十

。　　　　　●　　　　　■　　　　　．　　　　　●　　　　　■

● ・　十・2・

●　　　　　　●　　　　　　● o

●　　　　　●　　　　　■　　　　　o　　　　　・　　　　　●

●　　　　　o　　　　　● o　　　　　・　　　　　●　　　　　●

●

●

1・2

十

●

十

●

●

●　　　　　　●

●

Q

十

●

十

■

●　　　　　剛

AuBerdem　je　einmal　in　Aufn，　NL　1．飛〃めノゼ鍾yZ∫∫ノノ3’」∫α06αヒデリコ＋，　EZ6001Lαノ』∫5α6∫α‘♂41層∫∫var．♂o／zg’∫56如r7ツバイ十，　in　2＝P8η癖58’κη3α♂o・

ρα：z‘船∫漉5チヵラシバエ・2，距η如♂Z如αη4gα♂Zおvar．η8ゆ伽α⑳Zfαスズメノトウガラシ1。2，　Eo痂πoo配。αo耀5－gπ」々イヌビエエ・2，加漉σな‘αρノη∫‘7厩α

　チョウジタデ＋・2，∠肋zノπαノ〃～fαoooo∫2～（ヌαホソバヒメミソハギ＋，　D老9∫如痒αα45ご8ηぬz　5メヒシバ＋・2，　in　3：Eg擁5顔‘ノπα7wπ56スギナ＋・2，　iR

　4：3αZ㍑5ψ乃rαg識∫タチヤナギ十，in　5：G4γ‘8ノ物αo雄卯αrαムツオレグサ十，　Hyゴノ8060妙Z8〃zαブ漉ノノ3αノチドメ十，　in　11：GαZfz〃乃砂πr如η3　var．

　86痂ηo砂θノηzoηヤエムグラ十，ノ1ア≠8η3∫5～αρ7カ～α少5ヨモギ1・2，　in　12：Rπ〃躍の60πgZo1πωη伽∫アレチギシギシ十，13：＆”αガααZ5加8　var。　z‘ηぬ1碗α

　ノミノフスマ1・2，Rαπz↓ηc認π5　scθZ8”α施sタガラシ十，　AZq♪60謝曹κ5αε9μαZおvar・αη臨プεη5‘5スズメノテッポウ十，玉n　l4：G砂。∫π8∫（ヴαツルマメ．

調査地Fundorte　in　Aufn．　Nr．1，2，71　Joushishita城趾下，　in　3，4：0hta大田，　in　51　Kamikatsuta上勝［ヨll，　ln　6，8，9，15，16：Kinoko木野子，　in　10：

　1玉zuka飯塚，　in　U，12＝Iwato鋤岩窟，　in　13：Usui臼井，　in　14；Uchida内田

調査年月臼Datum　d．　Aufn．　Nr．1，2，7：1974．10．22．　in　3，4，6，8，9，13，15，工611975．1！．5．　in　5，10～12，14：1975。12．5．

水深Wassert玉ef（cm）in　Aufn．　Nr．9，12：G，　iM，1玉；1，　in　lO：1～2，　i盒14；3

鵠
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　　　Abb．38耕作を停止された水田に生育するイヌスギナーヨシ群落。

　Eg麗5麗z〃り》αZz‘5オ7珍PIL7ug〃漉8∫oo〃3ノノ翅ηf5．Gesellschaft　der　Reisfeldern，　die　se玉t　einigen

Jahren　brach　liegen．

植分があれば，その付近ではとくに早く，放棄後4～5年で密生したヨシ群落となることもまれ

ではない（Abb．38）。

　放棄地に侵入する植物は，水田の状態によっておおむね異なる。印旛沼周辺の低湿地には，地

下水位が高いため，冬季も湛水する水田が多い。このような場所では，深水地に適応するガマ属

の種群，たとえばヒメガマ，コガマなどの侵入が類い。一方，山間の谷戸状地では，ひかくてき

貧養立地のためチゴザサ，ゴウソ，イなどがとくに目立つ。

　佐倉布で調査された耕作放棄水田はセリ，イヌスギナ，サヤヌカグサなどの出現度が高い。ま

た，先駆的な静窒素性植物のミゾソバ，タネツケバナ，アメリカセンダングサ，アカバナなども

高い常在度で混生している。出現種麹は5～17種であり，植被率はきわめて高い。全体を通じて

セリ，イヌスギナによって特徴づけられるが，所によって，いくつかの特微的な遷移縫目に下位区

分される。

　耕作放棄水田のガマ属の優曝する植分には，コガマ，ガマ，ヒメガマなどがみられるが，池沼

に見られるガマ属の群落と異なり，灌概・排水などの人為的な管理によって立地の水分状態がし

ばしば変えられる。この植分が夏季減水して干上がる場所では，タマガヤツリ，アゼトウガラシ，
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尊

威 ～癬i

Abb．39水田耕作放棄地に生育するミゾソバーアシボソ群落の外観（佐倉城跡南）

　Auf　brach　liegenden　Reisfelder，　wachst　eine　dicht　geschlossene　Po砂goπz〃π‘1π〃めθ’：g島

M70’り5超g∫z〃23曽〃ノL加θ～‘〃z　var．1「o砂磁αclzly～〃π．Gesellschaft（頁ach　der　Ruine（les　a互ten　SchloにSakura＞

ケイヌビエ，フタバムグラなど短期一年生雑草が生育する。また水位の深い湛水地ではこれらの

種は出現せず，ヨシの侵入も遅い。

　広い沖積地で土壌が栄養塩類に富み，水深が1～2Clnで常に水でうるおされる場所は，一般

にヨシでおおわれる。ヨシが密生する易合には，共存種が少なく，わずかにミゾソバ，アメリカ

センダングサなどの懇懇素性の草本植物が散在するに過ぎない。このような型の植分は関東地方

の沖積低地に広く見られる。

　山間部の谷地に作られた水田は一般に懇懇状態であり，受光量が少ないこともあって稲作の生

産力が乏しい。したがってしばしば耕作が放棄される。このような耕作放棄地は，イヌスギナの

植被がとくに高い。また，イ，チゴザサ，ゴウソなどが見られるのが特徴的である。これらの種

群は一般に，他から栄養塩類の供給の少ない貧養立地に群落を形成する（例チゴザサーアゼスゲ

群集，イーアイバソウ群落など）が，このような放棄水田ではこれらが，先駆植生の構成種とな

り，このままの状態がつづくと，ハンノキ林（イボタノキーハンノキ群落）に遷移するものと考

えられる。

　数年前の減反政策によって拡大した放棄水田も，最近になって再び稲作が行なわれるようにな
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り，これらの植分も少なくなりつつある。

　18）ミゾソバーアシボソ群落

　　　PoZ〃σoπ膨7π！ゐππbθrρεε鞘雌α08feσ∫z67π加η葛」ηθ田πvaL　poε〃s♂αc箆〃π配・Gese茎蓋schaft（Ta茎）．29）

　畑地の耕作放棄地における植物遷移と同様に，水田においても耕作の停止によって，水田雑草

群落から水田耕作放棄雑草群落へと移行する。放棄水田に特有な植物にはミゾソバ，コブナグサ，

アシボソ，ケイヌどエなどがあげられる。水田土壌中に残存栄養塩類や有機質の多い時期にはミ

ゾソバが優旧しやすい。やや乾いた水田ではアシボソが優占種となる。

　　　　　　　　　　　　　Tab．29　ミゾソバーアシボソ群落

　　　　Poむgo／2z‘ノπオ1Lτ〃zゐ81g跡Mfσ’05’〔顧τ‘〃多沈7厩ノzα‘ηz　var．1）o砂∫診α61覆y観3．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　調査番号　　i　1　2　3　4
Gr6βe　d．　Probefl註che（m2）：　　　　　　　　　調　査　面　積　　　　　　20　．46　18　16

H6he　d．　Vegetation（m）：　　　　　　　　　　　三層　　　　　　高　　　　　i　O，5　0．6　0．5　1．8

Deckung　d．　VegetatiQn（％）：　　　　　　　　：金：植　被　率　　　　　1　90　90　98　95

Artenzah1：　　　　　　　　lli：｝現回数　　 2　2 5　6
Tr髄照墜駅前隔蝕§釧§典；　　　　　葦洋落区分樋　　　　　i

肋・・一・　・・19・・　　　ミゾ…　　i・・55・…24・・
孟・物㍑・・1ゆ漉・　　　　　・ブナグサ　　　i・・3・3・
ハ伽・晦∫・・脚魏・一v・・ψ・壇・吻…げシボ・　　i・・●4●3
丁工en璽arten生二二rginheite猫　　　　下位単位区分種　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・リ舵・ダ・グ列　Bガ48’～5！〉ηπ40∫α

　λ4b5zα4∫απ云ゐ8ノーα

　・4ブ云θノ疵5ガα少7擢ゴ’κ砂∫

Arten　d．　Bidentetea：

　Eoん伽・13ZOα0プ％5－8π♂1∫var．・翻廊オα

　PO砂90πZ6ノノμ0η9∫∫顔‘ノμ

Begleiter：

　08〃α庇んθブ⑳α’～～6α

　30痘㎏oαあ∫∬∫チノ津α

　E〈1z‘∫5砿z〃多α塑8／z∫8

　ヒメジソ

　ヨモギ

タウコギクラスの種

　ケイヌビエ

　イヌタデ

随伴種

　セリ

　セイタカアワダチソウ

　スギナ

●　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●

5　　6

15　24
L2　0．5

80　90

10　18

1・2　1・2

3。3　1・2

・　4・4

十●2　2・2　　十　　1・1

十　　・　十　1・2

。　　÷・2　十。2　　十

十　　　。　　　・　　　・　　5・5　　・

…　　　　　　　→一・2十・2　　・

。　　十

■　　　　　　　　　o

…　　　　　　十・2

・　　・　十・2　率

。　　・　　十　1・1

無涯1鷹の．種AuBerdem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．3：五8θr5∫α躍y伽z‘如サヤヌカグサ5・4，1n　4：

　ゐα6‘μoαカz4記αvar．　Zαo∫πf碗αアキノノゲシ十，　in　5：のμo尻π〃3貞yノγfoゐoZ砂ん㍑η3アカバナ十，　i116：

　飾μ＃zくy／zfα‘oブ4α孟αドクダミ　1・2，乙。δ6♂如。んfア～8π∫∫5ミゾカクシ1・2，衡♂アrooo妙Zθ7πα擁彦∫1ノ雄ノ

　チドメ　1・2，M伽”Lααノw／z5∫5　vaLρψ8ノ「α56θノz5ハッカ十。2，　PlzαZα7膚∫5α1‘観読7zα6顔クサヨシ　十，

　qy／zo40π4α6孟：y♂oπギョウギシバ＋，為yご妙♂‘5プα〃ao5ゴ∬カππ5　var，ブ妙。／zゴ6π∫コシロネ　＋，陥Zカπ6万5

ツ・〃繊αヨメナ÷，（加8耀561切肋伽3var・Z8’・妙∫∫ヒ〃グ＋・

調査地及び調査年月日FuHdorte　u．1）atum：1～3；SakuraJ6shi佐倉城趾下，4，5：J6za－machi上幽H］’，

6：Ish玉kawa石川in　1975．！0．3．



72

　放棄後面4～5年ではセイタカアワダチソウ，ヨモギ，イ，トダシバなど多年生草本植物が侵

入するが，畑地の場合と違い，水位や土壌の種類などのわずかな立地の差で様々な種組成となる。

水田放棄地の雑草群落の体系はまだ確立されていないが，一般に好窒素性植物群落（タウコギク

ラス）としてまとめられる。

　19）ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　　　Sagittado一翼Ionocho嫉etuInvaginarisMiyawak呈1964（ReisfeldVegeta£玉。π）

　　　（Tal）・　30）

　水田雑草の特徴は，好窒素性で，耐湿性があり，しかも種子は水散布で行なおれるものが多

い。生活形は1年忌とは限らず，多年生のものも含まれる。さらにイネと共存できるものに限ら

れる。

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetat三〇n（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（傷）＝

Artenzahl：

Kennart　d．　Ass．＝

Tab．30　ウリカワーコナギ群集

Sagitarlo・Monochorietum

　　　　　　　　　調　査番一号
　　　　　　　　　言調　査　脅三　月　　日　　（1975）

調査緬積
植　　生　　高

山江海率
出現種数

1　　　2

9　　10

2　　22

40　　16

70　　50

80　　40

三．1　　11

吾4∂ノZO・1L・磁η卿〃α♂ガ5　var．〆α〃彦卿刀6α

Arten　d．　Oryzetea　sativae：

sα9漉αブ∫α’プのZぬ

Eご1zfπ00〃0α6η65－gα♂〃var．6απ磁’α

q沙θrz65♂のbア初ゴ5

EZ6061Zα万∫α‘1α‘如ゴ5　var．　ZOπg∠∫8’α

　q沙θrz‘556ノ切加4∫

　αツ弩α∫αオ勿α

Begleiter：

　06／zαノz〃三りαuαノz∫6α

　＆〃抄μ∫≠7”gz紹館ズ

q沙θ耀5ケθび施Z∫Z‘5var．　Z8∫・妙’∫

＆〃μ‘∫ノz〃zoo∫46∫

AZOPθc観－～孟5αeqz厩∫5　var．α｝濯‘プε几5∫5

五θ〃z〃αカαzκどco5‘α孟α

Vαπ♂8ZZ∫ααノz49α♂♂ゴ5　var，㌘β’加παゆ如

　五π8∫z8〃薦ん8∫5αん

　加4顧gぬρ2η5診プα孟α

調査地　Fundorte：1Tsuchluki土浮，2；王ino飯野．

群集擦徴種

　コナギ

イネクラスの標徴種

　オモダカ

　ケイヌビエ

　タマガヤツリ

　マツバイ

　ミズガヤツリ

　イネ

随伴種

　セリ

　サソカクイ

　　　　“　ヒメクク

　ホタルイ

　スズメノテッポウ

　アオウキクサ

　スズメノトウガラシ

　イボクサ

　チョウジタデ

3・3　1・2

1・2

2。2

十

1・2

十

5・4

1・2

十

十

十

b

●

●

！・1

！・2

十

●

0

3・3

1・2

●

●

0

2。3

2・3

十・2

十

十
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　　　響海響響

懸珪難難i灘

Abb．40収穫期の水田景観

　　　Reis　Ernte

餐溝轟癒講叢慧簸飛誕撫

綴璽

撫「

i羅

臼離離

　　離離

一一轡

聴，

Abb．4！　イネの収穫後の水田景観。機械化が進み，イネは早期に機械によっ

　　　て刈取られる。残った根株からイネが再生している。

Relsfeld．Landschaf£nach　der　Ernte．　Neu　ausgeεrlebene　Blaむter　slnd　in亙Winter　abges亡orben．
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　　　Abb．42　イネの収穫後排水された水田土壌上に生育する短期1年生植物群落

　　　　　　（アゼトウガラシ群集など）

　Vandellietum　angust三foliae，　das　sich　als　Thefophyten，Gesellschaft　auf

entwasserte　Reisfeldern　nach　der　Reisernte　e玉nstellt．

　わが国の本州を中心とする地域はウリカワー凱ナギ群集域であり，ウリカワ，コナギ，タマガ

ヤツリ，キカシグサなど10数種前後で購成される。佐倉市の水田雑草群落もすべてこの群集に含

められる。近年除草剤の使用によって，雑草は影をひそめている。しかし除草剤に抵抗力のある

多年生草本植物のオモダカ，ミズガヤツリなどが繁茂し，新たな問題を投げかけている。

　佐倉市の水田土壌は上流部の谷津田で火山灰質の土壌であるが，中流部で有機質土壌に，印旛

沼周辺では鉱質土壌の強グライ土壌であるといわれている。印旛沼付近の水田は湛水性が強く，

コナギ，オモダカなどの繁茂がいちじるしい（Al）b．40，41）。

　20）ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　Ste至lario・R轟nu皿cu夏et鍵盤。3ntonie狼s董sMiyawakietOk“da1972（丁葡．31）

　水田において夏季イネと共存しながら生育する雑草群落は，ウリカワーコナギ群集としてまと

められているが，単作の場合同じ水田でありながら，イネの収穫の終る秋から翌年の春まで休耕状

態となり，排水された土壌上には，夏季雑草とは全く異なる植物群落が形成される。群落は低温
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Nr．　d。　Au｛nahme：

1）atum　d．　Aufnahme＝

Tab．31　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集

Stellario。Ranunculetun　cantoniensis

Wassertief（cm）l

Gr6Be（i．　Probefiache（rrの＝

H6he　d．　Vegetation《cm）；

Deckung　d，　Vegetat玉on（％）：

Artenzahl：

Kennar亡en　d．　Ass．＝

　R〃ZZ‘ηα‘Zπ5　CαノZ彦01Z∫επ∫ガ∫

　5孟8ZZαノゴαα♂∫’7z6　var．πノz4z‘Zα如

　L＠∫α照＠090／ZO∫48∫

Trennarten　d．　Subass．：

　Eプ忽θノ’oπω〃zz‘z‘3

　翫ノ73∫5≠砂如砂フr磁α

Kennarten　d，　Verbandes＝

　・4zρρθ6μπ‘∫αθgz‘αz∫∫var．αノ脚御z5お

　Cαプ廊7海ノ～8刀。鋭ω5α

　Rαπzρ～α4π5∫oθz81u孟τ‘∫

Klennarten　d．　Ord．　u．王くlasse；

　Ro2昌吻ζτ厩αη読。α

　％4ygoπκ〃31㌃yみ（ψψθ1’

　▽功・0π∫αZπ刀漉41μオμ

Begleiter＝

　Mゐ㍑5ブ＠o／zゴα4∫

　08／zαノ～君1Lθブ⑳απfごα

　Poααノ〃z㍑α

　G砂6θ1物αα‘げZo短

　PO㎏0πZ〃πZOη9お0孟1‘〃Z

　G／1砂鉱〃μ班φカZ8

　Cθ1η∫翻z〃πgZo〃多θπ’z〃π

　」2．‘ηα‘3z6∫oh8／zαz‘z距∫

　Eプ磐8／roπρ1濯σ4吻痂oz‘5

　Egz‘f5θ’z〃πραzτ‘∫’7尋8

繊現1圓の種

調査番号
円周　査　｛…群　ノ弓　　日　（！976）

　水　　　　深
　調　査　画　積

　植　　生　　高

　全植被率
　出現種数
群集標三種

　ケキツネノボタン

　ノミノフスマ

　コオニ∠タビラコ

亜群集標三種

　ヒメジョオン

　キツ不アザミ

群籔漂三種

　スズメノテッポウ

　タネツケバナ

　タガラシ

オーダー・クラス標野種

　スカシタゴボウ

　ヤナギタデ

　カワジサ
随．伴麺

　トキワハゼ

　セリ

　スズメノカタビラ

　ムツオレグサ

　イヌタデ

　ハハコグサ

　オランダミミナグサ

　コウガイゼキショウ

　ハルジオン

　イヌスギナ

1

5

10

30

35

90

16

2

5

10

25

50

30

75

2！

3

5

！2

25

30

70

22

十　2・2　2・3

2・2　！・2　。

十　　十　　。

1・！　十　！・2

・　　・　　十

5・4　3。4　2。2

2・2　十　3・3

十　　。　十・2

十・2　十　1・2

1・2　・　　・

。　　・　1・2

十

十

十

÷

1・2

0

●

o

■

o

2・3　十

1・2　1・2

2・3　・

2・2　・

・　　十

1・2　十

十・21。2

1・2　十

十　2・2

1・2　1・2

AuBerdem　le　e魚mahn　Aufnahme　Nr4；50π‘1L～‘∫α砂θノ噂オニノゲシ十，58漉‘〃3∂z4♂∂卿ノ初π　コモチマ

　ソネングサ　十・2，in　2：％’o麗”α！捜yノ磁πα　ミツバツチグリ　＋，∬5α魏η8　g♂oδ05αチゴザサ　十，

　Vαη娩Z”ααπα9厩Z∫∫var．ηθ’ρろ6ノ～αけbZ∫αスズメノトゥガラシ十，　EZ80c1協ノ・’3αoぬ‘Zα7・おvar．　Zo／z8・ガ58伽

　マツバイ十，ム卯8ガα〃μ如訟z〃πロケオトギジ　十，三n3：5∂ノz盈κ50Zβノ㍑甜5ノゲシ十，滋7尋忽癖∫～α

ρ7ゴηα少∫ヨモギ÷・2，乱”αがααgκ碗∫cαウシハコベ十，Rz〃π｛駕60ηg♂o〃多8r磁鋸アレチギシギシ　十，

　0θ〃。胡β1’α飯εノzπおメマソヨイグサ÷，τ石ごααπgz‘露びb々αカラスノエンドウユ・2．

調査地Fund・rte：！：Usui臼ジ・｝・，2：Klakura1角来，：3二Mawatashi馬渡
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と，多湿という環境条件のため種類はきわめて少なく，10種内外で構成される。おもな種類とし

てはスズメノテッポウ，タネツケバナ，ノミノフスマなどがあげられる。これらの種の出現の仕

方は乾田と湿田とではいちじるしい差があるものの一般にきわめて均質である。これらの群落

は，利根川流域の水田で，ノミノフスマーケキツネノボタン群集にまとめられている（Miyawaki

u．Okuda　1972）。

　ノマノフスマーケキツネノボタン群集は，冬季の水田雑草群落の中でもひかくてき中性から乾

性の立地（乾田）をしめる。したがって河川の自然堤防のやや避状地形や関東ローム台地の崩積

土で構成される斜面下部の適国財が人為的に平坦化された水田にむしろ分布の中心をもっている。

このような適潤立地でスズメノテッポウ，タネツケバナ，ケキツネノボタン，ノミノフスマなど

が常在的に出現する。この群集域でやや乾性な立地はヒメジョオン，キツネアザミなどを識別種

とするキツネアザミ亜群集と特別の種群をもたない典型亜群集に区分される（奥田未発表資料）。

冬季で湛水する湿潤地はスズメノテッポウータガラシ群集となる。

　ノミノフスマーケキツネノボタン群集の上級単位は現在のところ，スズメノテッポウ群団に，

さらに河辺冠水地の1年性草本植物群落であるタウコギオーダー，タウコギクラスに

まとめられる。

　21）アゼトウガラシ群集

　　　VaRde茎1量eもum　ang双st量£o藍iaeM：圭yawakietOkuda1972（望ab．32）

　アゼトウガラシ群集は，沖騰低地において，水田のイネ刈取直後の除地や，貯水池，河辺の減

水時に泥土が堆積した裸地などにごく短期間に生育する1年生草本植物群落の一つである。植生

高は高くとも20cm内外で，叢生や分枝形の草本植物が！0～20種集まって時に疎に，時にじゅう

たん状に群落を形成する。主な構成種はアゼトウガラシ，スズメノトウガラシ，タマガヤツリ，

チ。ウジタデ，タカサブロウ，ヒデリコ，ヒメテンツキなどの微小な植物である。これらの多く

は初夏に発芽し，高層期に生長して開花し初秋にはすでに結実して多数の種子を飛散させる。し

たがって，これらの生育域はこの期間，水面から裸出し常に適湿でBの当たる泥土に限られる。

　佐倉市では水田のイネの刈取あとの水田土壌上で資料が褐られた。この植分は，標徴種や区分

種に乏しく，タウコギクラス（好窒素性1年生雑草群落）の種がひかくてき多い（Abb．42）。

　22）オオアカウキクサ群落

　　　ノ420παノαpoπε‘α繍Gesellschaft　（「fab・33）

　水田の湛水状態の場所や排水溝，水流のゆるやかな小川，時に小形の貯水池などの水面に浮遊

植物群落が形成される。とくに田植え後，高温期になる時期に，水田の水面が一面浮遊植物でお

おわれることがある。浮遊植物はウキクサ，アオウキクサ，オオアカウキクサ，サンシ。ウモ，

イチョウウキゴケなど数種に限られるが，これらは水面上にもっとも単純な植物群落を形成する。
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Nr．　d．　Aufnahme＝

Datum　d．　Aufnahme；

　Tab。32　アゼトウガラシ群集

Vandelhetum　angustifoliae
　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　調査年月錘（1975）

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Krautschicht－1　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）；

H6he　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Artenzah1：

調　査面積
草本第一層の高さ

草本第一層植被率

草本第二層の高さ

草本第二二履旧知率

出　三種数

1

10

21

30

0．2

60

22

2

10

27

100

0．5

40

0．3

30

24

3

10

23

40

0，8

30

23

Ken距u．　Trennarte且d．　Ass．：

　vαπ吻z〃ζzαηgz∠∫ψケb々α

　Vα7～4θZ磁αノzα9πZZ∠∫var．τ，81加～π⑳〃α

　qyρθ’τ‘54顔07’〃～∫∫

　EcZψ’αρ7’05かu如

　五～‘識θfg～αρプ。∫々rα如

　E’ω6乃αノゴ560ノ～98∫如

　q脚1’～．‘∫δプ8Zψ」～・・∫var．　Z8～・Zψ5

　c8ηオψ84σノノ」～刀1〃～ζ乙

　〃ノπ諭7’～αρア℃α’〃～加ノ～∫

　F∫ηめが∫∫ツZ廊〃凄～z’α‘即

　5確ゴ・＠∫∫ゼ7～砒αvar．αツ謝0η〃π

　盈7πう万∫4y々∫α漉z〃23ノ～α々∫

　qy少θ7膨5カρfα

　晦ゆθノ’∫α〃ノ3zα：τz4刀z

Trennarten　d．　S面ass．：

　E6痂7ZO61診Z・α‘7一麗∫一9π臨vaLρア層α‘f60Zα

　Dゼ9露αプ∫ζτα4300π漉ノz5

　飾凌yoあ∫4伽硲α

　・4プ読2腰τoπん∫砂磁z‘∫

　乃幽fg｛刀ηπρ1zだα吻歳歳α‘5

Arten　d．　Bidentetea　tripartiti：

　Cαπ抱ηめ昭！Z薦π05α

・4Z砂㏄襯45α8gz‘認ゴ5　var．翻乏〃’θ～z∫f∫

　P∂聰。η泓2π三脚弓ρρψ6ブ

　3君θμα2・∫ααZ5ガπθvar．ππぬZαオα

　ゐ砂∫αηα妙ρgoηo∫礁5

　Roプψ♪α∫5♂αノz読6α

Begleiter：

　ハ4礁駕5ブ妙07zゴα‘∫

　01ツ彩α3碗初α

五η｛～だ8〃～α々8∫∫αた

P∂㎏oπ2〃μZo／zgゼ58診z〃ノ～

ハ伽～・読・廊澱9∫ηαZf∫varψ伽≠α8カZ8α

30刀01㍑‘∫oZθノηc8z45

群集標各種および区分種

　アゼトウガラシ

　スズメノトウガラシ

　タマガヤツリ

　タカサブロウ

　チョウジタデ

　ハリイ

　ヒメクグ

　トキンソウ

　アゼナ

　ヒデリコ

　ヌメリグサ

　ヒメテンツキ

　コゴメガヤツリ

　コケオトギリ

亜群集区分麺

　イヌビエ

　メヒシノく

　フタバムグラ

　コブナグサ

　ハルジオン

タウコギクラスの種

　タ不ツケバナ

　スズメノテッポウ

　ヤナギタデ

　ノミノフスマ

　コオニタビラコ

　スカシタゴボウ

随伴種

　トキワハゼ

　イネ　　　　　　　　　Kl

　　　　　　　　　　　　　K2

イボクサ

イヌタデ

コナギ

ノゲシ

1・2

十・2

十・2

十。2

十

ユ．。2

●

十・2

十・2

■

●

●

●

の

●

9

●

●

●

十・2　2・3

1・2　1・2

1・2　1・2

十　　十・2

十　　　十

o

1・2　　・

○

■

十・2

十

十

十

■

●

i1・2

i1・2

11・2

i＋・2

i＋

●

●

●

o

■

●

十

●

1・21
　　し
1・2i

十・2i

　　；

十1
　　｛

十1

1・2

3・3

1・2

十

十

十

■

2・2

1。2

十・2

十

十

●

1・2

●

十

●

●

1・2

3。3

■

●

o

十

●

1。2

十・2

●

十

十

藍

十

●

●

1。2

十

1・2

■
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出現1回の種

AuBerdem　le　einmal　ln　Aufname　Nr．1：E♂80clzαプ∫∫αo如’♂αア廊var．♂ωzg～5θ如マツバイ　十・2，

　Egz‘∫∫一蹴ρ厩π伽8イヌスギナ十，　L加ノ砂んμα56∬露点。ザαキクモ牽，　in　2：q塑8耀∫ηπθη力毎カ

　ヤツリグサ十・2，Gη妙1zα♂ゴz切a罐物8ハ・・コグサ十，　C8ノ厩（鹿飢5酌αZ∫‘〕彦1り∫465ミズワラビ十・2，

　・427zαプα2z疏z4∫Z加∫4π5イヌビユ÷，　in　3：08〃απ訪6ブαηαノ～∫ご‘‘セリ　1・2，5θ‘αプ如gZαπcαキンエノコロ

　十，Rα’吻αfη読6αイヌガラシ十，　A碑らψ肋αz‘∫ケα臨エノキグサ十．

調査地Fundorte：1：d．」6sa・PomplO上座ポンプ場下，2：Noda野田，3：王shikawa石川。

浮遊植物群落は過窒素状態でも生育し気温の上昇とともに発達する。

　佐倉市では各地の水田や排水溝にオオアカウキクサ，ウキクサなどの群落が見られる。この群

落は植物社会学的にはわが国の本州地方に分布するサンショウモーアオウキクサ群集に位置づけ

られる。上級単位はコウキクサクラスとして，北半球全域の浮遊植物群落に統合される。

　ウキクサ群落の繁茂はその立地の性質すなわち中養から富養への水質の変化の指標になり得る。

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）二

Artenzah1：

Tab．33　オオァカウキクサ群落

　擁之。”αブ砂。〃ガ‘7α一Gesel互schaft

　　　　　　　　　調　査　面　積

　　　　　　　　　全図被　率
　　　　　　　　　繊　現　鍾　数

Trennarten　d．　Gesellsch．：

　ノ1go”αブ妙。／z磁

　のガノリ46Zα少吻プ1ぬα

言周査年月日　：1975．　10．　24．

調査地Fundort　d，　Aufnahme：Komedo米戸

群落区分種

　オオアカウキクサ

　ウキクサ

1

40

2

2・3

1・2

B　現存植生図

　佐倉市に現存する植生の植物社会的な分布図としての，現存植生図が作成された。図化に用い

られた凡例は，植物社会学的に定義づけられた植生単位を主とし，一部土地利用形態や相観によ

ったものも含まれる。凡例数は33にまとめられた。

　佐倉市の面積では1万ないし2万分の1が，市域全体を概観するためにはもっとも都合がよい。

したがって，植生図の縮尺は何れも1万分の1とされた。

　現存植生図によって，佐倉帯の植生の具体的な配分や分布が明瞭となった。全般的に市の中心

部から西方，すなわち，交通の主要幹線に平行して無植生域または緑の少ない市街地が広がって

いる。その原因の多くは，大規模な宅地の造成や工場団地の造成である。これらの無植生域はお

もに平坦な地表面であるが，規模の大きな造成（臼井など）では斜面や低地の地形も変えられて

いる。造成地の周辺には耕作放棄畑雑草群落（ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落）やセ

イタカアワダチソウ群落，水田耕作放棄地雑：草群落（ミゾソバーアシボソ群落）などが，土地造
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成の人為的な破壊結果を指標するように点在している。

　市域の他の大部分の地域では台地上のアカマツ・クロマソ植林が最も広い面積をしめる。これ

らの植林はおもに台地の斜面部に多いが，村落から距たるに従って台地の平坦面にも植林されて

いる。アカマソ・ク戸マツ植林のとくに多い地域は，井野，下志津，生谷，飯野，飯田，直弥，

乱心新田，飯塚南部，岩富町東部，馬渡西部などである。

　アカマツ・クロマツ植林に接してクヌギ～コナラ薪炭林も断片的であるが各地に見られる。両

者の群落構成種は組成上あまり差がない。しかし，植林として利用しにくい表層土のうすい場所

はクヌギーコナラ林として管理されている場合が多い。この地方の特徴と思われるが，せまい斜

面の上鋲に植林地が広がり，下端に薪炭林が細長く欝状に配分している。その主な地域は，上別

所南，哲御門，木野子南，畔田東，下志津原，井野などに見られる。とくに畔田東の谷地に面し

た傾斜地には，これらの配分の典型的な例が見られる。

　スギ・ヒノキ植林は，平坦な地形の多い佐倉市ではきわめて少ない。飯塚，井野などに小面積

に見られるに過ぎない。

　畑地雑草群落や水田雑草群落はそれぞれ台地の上面および谷津田に見られる。青管，上志津原，

江原，上別所飯塚などにまとまった畑地雑草群落域が見られる。水田雑草群落域は，印旛沼ぞい

の低地に広く分布する。

　自然植生，および自然に近い植物群落は，常緑広葉樹林（ヤブコウジースダジイ群集，シラカ

シ群集など）であるが，これらの分布域はきわめて狭い。主要な分布域は佐倉城趾周辺であるが，

各地の栓寺林や，古い集落の後背斜面によく保存されている。例えば，飯野，江原新田，青菅，

吉見，本郷などに典型的な常緑広葉樹林でおおわれた斜面林が見出される。

　古い集落は一般に水利がよく，また土壌の生産性の高い緩斜面に発達している。これらの昔か

らの農家などは例外なく屋敷林をもち，生垣でかこみ，周辺と調和を保ちながら立地固有の自然

環境や潜在自然植生と共存している。

　佐倉帯にはこのような渠落がきわめて多い。例えば，下志津，上志津，吉見，宮崎，八木，西

谷，上勝田，神門，坂戸，岩欝，馬面町，飯塚，宮田，西御門，寺崎，太田など多くの集落があ

げられる。これらの場所では屋敷林の多くはムクノキーケヤキ群落を主体とし，とくに発達した

林分ではシラカシ群集も存在する。また多くの場合モウソウチク林が見られる。

　以上のように，佐倉市の植生配分は，古い集落周辺における自然度の高い一連の植物群落とそ

れをとりまく立地に適した植林地や耕作地の安定した保存がその特徴と云える。しかし，開発の

はげしい西部地区の無植生域の拡大は，印旛沼の汚染ともからみ，首都圏における植生消滅の縮

図とも見られ，自然環境の変化や荒廃の実態が，生きた植生の側からも植生図によって的確に指

示できる。
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C　潜在自然植生図

　潜在自然植生図とは調査方法の項にもあるように，現在様々な人為的影響下に存続している植

物群落が，今の時点で人為的影響を一切停1kした際に，その立地が支えることのできる植生学的

な潜在能力を理論的に霞然植生で表現し，それを図化したものである。例えば，関東に一ム贋上

において，よく管理されている台地上の畑地雑草群落，同放棄畑地雑草群落，ススキ草原，アカ

マツ植林などの土壌的な条件はとくに極端な人為的管理がない限り，同じであり潜在自然櫨生で

はすべてシラカシ群集の立地に含められる。

　佐倉市全域において2万分目1で現在における潜在自然植生図が完成された。佐倉市は関東ロ

ーム層とよばれる火山灰土壌を主体とした両総台地のほぼ中央に位凹し，典型的な地形的配分を

示している。すなわち，海抜25～30mの低平な台地と，これを開析した樹枝状の谷戸と印旛沼付

近の沖積低地，および両者の間に帯状に見られる斜禰などが，複雑にいりくんでいる。台地上の

関東ローム層の摩さは必ずしも～様ではなく，1～2mから5～6mと巾がある。その下層には

成田砂屠群が堆積しており，この層が，斜面部で露出したり，また人為的な地形変更によって表

層に表われたりしている。

　佐倉市で一一番広い面積をもつ，関東ローム層でおおわれた台地の潜在自然植生はシラカシ群集

である。シラカシ群集は関東地方のローム台地に最も特徴的な植物群落である。シラカシ群集の

残存丁半はきわめて少なく，潜在自然植生のシラカシ群集の判定には困難なところもあるが，屋

敷林，斜面にわずかに残る林分，土壌の性質と厚さ，土地利用形態などから総合的に判断される。

シラカシ群集に対応する代償植生は，カラスビシャクーニシキソウ群集，アズマネザサーススキ

群集，クヌギーコナラ群集，アカマツ植林などである。

　斜面の上部から下部にかけて，ヤブコウジースダジイ群集が生育し，佐倉市ではその残存林分

はひかくてき多い。この群集の立地は表層土が浅く，地形的にも極端な，乾燥しやすい立地であ

る。このような立地は，人為的な利用が困難なため，むしろよく植生が残されてきている。やや

緩斜面になってアカマツ，クロマツなどの植林や，二次林としての管理が行われている。

　ヤブコウジースダジイ群集の潜在立地の分布は，したがって台地の肩から斜面部に限られてい

る。地図上のこの面積は細長いため小縮尺では表現されにくい。20万分の！の潜在自然植生図で

はこの地域の台地上はすべてシラカシ群集と表示されたことがある（宮脇・奥田1974）。

　人為的な大規模な地形変更は当然潜在自然植生も変えている。斜面の弓削によって表われた母

岩を基質とする造成地の潜在能力の推定はきわめて困難である。佐倉市の場合は現在までの植生

学的に判明された事実から，ヤブコウジースダジイ群集のかなり貧化した植生単位と診断され

る。極端な場合は，夏緑広葉樹林しか現状では許容できない貧化立地もi当然考えられる。

　谷戸に接し，崩積土が堆積した適潤地で，シラカシ群集には地下水が高すぎる立地は，ケヤキ

林が考えられる。神奈川県や多摩丘陵ではコクサギーケヤキ・群集が報告されている。佐倉市には
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二二

Abb．43　台地の堀削現場の遠景。才削によって白い，生産力に乏しい砂層が裸出している。

　　　　　Fem　Auss玉cht　der　Sand．Ausgegrabene－Stelle　der　Hochebene．　Vordergrund

　　　ist　Reisfelder　mit　Er就e・Zustand（Odake）

ムクノキが特に目につき，斜面のやや不安定な立地に旺盛な生育を示している。したがって，こ

の立地ではムクノキやケヤキを伴なうイノデータブ群集の存在も考えられる。

　谷津田から印旛沼畔にかけての潜在自然植生はハンノキ林である。その立地は地下水位が高く，

降雨で湛水し，しかも，周囲から栄養塩類の供給が少ない。ハンノキ林の残存林も，きわめて稀

であるが（佐倉市で1ヵ所），茂原，東金その他の隣接地の報告から推譲できる。・ただし，ローム

層土壌を含む割合や，グライ化の程度によってハンノキ林の異なるタイプが成立するのは当然考

えられる。沖積低地の河川の氾濫の影響を受けるところは，無機栄養塩類や含有02量が多く，

林床に多数の種類をもつゴマギ～ハンノキ群落（宮脇他1972）も存在する。また河辺や沼の周

辺はアカメヤナギ林やオギ群集，カサスゲ群集などの各種の河辺植生も存在する。

　印旛沼の水生縫物群落は，現存植生の配分が示すように，ヨシ群落，マコモ群落，ヒメガマ群

落などの抽水植物群落が岸辺をとり巻いている。沼の全域には現存植生が見られなくても，水中

植物群落のカガブターヒシ群集の立地である。

佐倉公園（佐倉域趾）現存植生図

佐倉市内の中心部に位置し，歴史的に由緒のある，しかももっとも緑の保存されている佐倉城
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畿公　一ド　　　吸　　　「　ドゴ　’　、囁 難．

　　　　Abb．44　印旛沼の水辺に生育するヨシ群落の外観

　Physiognomie　der　Pんτzg』〃漉65ご。〃〃ノ耀ノzみGesellschaft，　am　Ufer　des

Inbanuma－Sees．

趾について，植物社会学的な現存植生図（1：2500）が作製された。

　佐倉城趾は印旛沼畔の低地をのぞむ，高さ20m内外の台地の一角に位置している。佐倉城は元

和年間（1615年頃）時の佐倉領の領主であった土井利勝が完成したもので，以来徳義氏譜代の大

名が城主に封ぜられていたと云われている。城跡の各所には，当時築造されたカラホリや土畳が

めぐらされ，懸崖や深い谷，池などがあって，複雑な地形となっている。

　明治6年より，当地は陸軍佐倉第：二連隊の営所となったが，第二次大戦後，土地の一角が国立

佐倉療養所として利用された他は，佐倉公園として各種の野外レクリェーション広場など，自然

を親しむ地区として市民に広く利用され現在に至っている。将来この地を有意義に活用するため

歴史博物館の建設も計画されている。

　このように，歴史の古い城跡であったため，各所に発達した森林が見られる。とくに城跡の外

囲の斜面部には高さ20～25m内外の常緑や夏緑の高木が連続した樹冠を形成している。主要な構

成種群にはスダジイ，コナラ，イヌシデ，ケヤキなどが見られる。林床にも常緑種群を主とした

多数の自生の植物が生育している。

　現地における植生調査により，同城趾の現存植生図の作製のための凡例が決定された。凡例は

25の植生単位にまとめられている。これらのうち主要な植生単位について以下にのべられている。
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Abb．45佐倉城趾の外部の斜面に生育するヤブコウジースダジイ群集。

　　　AspektdesArdisiQ．Castanopsietum　sieboldiiauf
　dem　Hang　un亡er　der　Ru三ne　des　alten　Schlosses　Sakura

　城趾の外郭をなしている土塁の上部には，帯状または一部団塊状に生育している常緑広葉樹林

のヤブコウジースダジイ群集が見られ，この地区に限らず，佐倉市内の乾性立地上の最も発達した

植生単位となっている。城趾内のヤブ数ウジースダジイ群集は，ムクノキーケヤキ群落とともに城

趾の：大部分の植生域を構成し，樹高が15～201nに達して景観的にも重要な構成要素となっている。

　このヤブコウジースダジイ群集は，佐倉市内に見られる他のスダジイ林と比較すると，懇懇種

数がやや少なく，また種組成縫わずかな相違が見られる。すなわち，アカガシ亜群集の匿分種を

もたない。しかも，キチジョウソウ，カヤなどの存在で，典型亜群集の一下位単位に位置づけら

れる。典型亜群集はアカガシ亜群集よりも，関東ローム質土壌などの表層土のより厚い，適潤地

に生育している。

　ムクノキーケヤキ群落は，城趾の半自然林の中でもっとも広い面積を占めている。群落高は22

m内外に達し，ムクノキ，ケヤキ，コブシ，イ戸ハモミジなどの夏緑広葉樹で構成されている。

林内にはタブノキ，シ導ダモ，アオキ，ヤブツパキ，テイカカズラ，キズタなどの常緑広葉樹林

の構成種が多く，とくにその中でも，キチジョウソウ，シャガ，アイアスカイノデなどの喫緊地

に生育する種群が飼立っている。生育地はこれらの種が示すように，北向きの斜面で，表層土が

厚く，しかもやや不安定である。現存植分は安定しているが，遷移の進行によって，イノデータ
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ブ群集に発達する可能性をもっている。

　他の夏緑広葉樹林にはコナラの優占した高木林と，未発達の低木林が見られる。コナラ林は高

さ18磁に達する発達した三分が城趾の入口（北東方向）の突出した台地の斜面部に見られる。種

組成は低木層に，ガマズミ，ムラサキシキブ，ケンポナシ，ヤマブキ，カマツカ，サワフタギな

どの夏緑性の高木や低木が多い。しかし，林床にオカメザサ，アズマネザサが50～60％の植被率

で生育しており，人為的三三が見られる。

　発達の遅れているコナラ林は，高さ6m内外の低木林で，城趾の西斜面の一角に見られる。こ

の付近には，コナラの他に，エノキ，ヤマウコギ，マユミ，コブシなど数多くの樹木にフジ，ミ

ツバアケビなどのつる植物が繁茂している。林床にはミズヒキ，ミゾイチゴツナギ，マスクサ，

アカネ，ドクダミなどの林縁性の草本植物が主体をなし，常緑性の植物は少ない。

　この二つのタイプのコナラ林は，いずれも植生遷移の途中の段階にあり，植物社会学的な植生

単位は示されていない。佐倉市内の各所に分布する薪炭林（クヌギーコナラ群集およびイヌシデ

ーコナラ群落）セこ比較すると，前者はこれの発達相，後者はマント群落構成種をもつ未発達相と

して位置づけられる。佐倉城趾内では定期的な伐採のくり返しによる薪炭林経営は行なわれてい

なかったため，このような遷移途上の植生が存在する。また，これらの林分の縁辺部にはコウゾ，

ヌルデなどの低木がマント群落を形成している。

　佐倉城趾内に見られる植林には，クロマツ，スギ，モウソウチク，および外来樹種のニセアカ

シアなどの植林がある。クロマツは，台地の肩の部分に列植されている。林分は狭いため，林内

にはアズマネザサが密生している場合が多い。スギは，クロマツと対象的に，斜面のすその適潤

地に，これも列植されている。城趾の西斜面には十分生育したスギの個体が多い。ニセアカシヤ

は，台地上の各所に生育しているが，これはひかくてき近年の導入と考えられる。林床はきわめ

て荒廃的な様相を示している。モウソウチク林は，国立療養所の裏手に生育している。

　林地をのぞく他の場所は，定期または不定期の人為的影響の程度に応じ，様々な草本植物群落

が分布している。アズマネザサ群落は，森林に接した平地や斜面部に，高さ3～4mのヤブ状の

植相を示し，徐々に低木の侵入を受けている。これは西斜面に，ク戸マツ林に接して広く見られ

る。刈取りの程度が強まってススキの被度がまし，ススキ草原（アズマネザサーススキ群集）に

退行している三分も見られる。

　台地上の平坦地は，グラウンドなどのスポーツ施設が広がっており，ここには人間の踏圧や刈

取りの影響によって，ヨモギ群落，シバ群落，オオバコ群落などが生育している。この中では，

人為的影響が中程度であるヨモギ群落がもっとも広い面積をしめている。

　城趾内の中央部付近の池およびこれから下方の谷地，外濠などの湿生立地には，特有の湿生草

本植物群落が生育している。カサスゲ，マコモ，ガマ，ミクリなどの抽水植物を伴なうヨシ群落

は，城趾を外部から区切る外濠に点在し，とくに西方の池はひかくてき自然状態に置かれ，これ

らの水辺植生の発達が良好である。中央部にある，通称姥が池にはスイレン，キショウブなどが
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嚢騨霧．懸羅

　　　　　　　　Abb．46佐倉城趾の外縁部における植生外観。

　　　　　　　　　　　　　　　尾根にク坦マツ，谷部にスギが植えられている。

Waldbestand　der　Ruine　des　Schlosses　Sakura．　Auf　dem　R荘cken　sind　P〃～z‘5ぬ〃め8／g∫z

und玉n　den　Talerln　C1響）オ。〃～61・∫αノ妙。〃’6αgepflanzも

　　　　Abb。47佐倉城趾の外濠に生育するミクリーガマ群落（城内町）。

勘α’幽〃た〃π∫彦。♂oノ～旋1wルT）ψ1zαZα‘⑳♂ガα．Gesellschaft　im　AuBengraben　der　SchloBru玉ne

Sakura（Jo旦aich6），
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植栽されている。

D　植生自然下図

　現存植生図は現存植生の配分を示した地図で，立地と人為的影響の組みあわせにより表現され

た現存植生が群落単位を基礎として示されている。したがって，個々の植物の知識がない場合，

植生自然環境をすぐに見通すことができない。植生自然度図は，人為的影響の度合によって植生

をV～1に区分し，さらに植生の生活形を加味して細分され，具体的に地形図上に図示された植

生転化図である。藤沢市（宮脇・藤原・鈴木1973，Miyawaki　u．　Fujiwara　1975），鎌倉市（宮

脇・原田1973），府中市（奥富・辻・吉川・曽根1975），日野市（富士・曽根1976）で試みら

れている。

　a．植生自然度V

　殆んど人為的影響が加わっていない，あるいは自然に近い形で残されている樹林や草原が自然

度Vで示されている。佐倉市をはじめ関束地方一円では厳密な意味の自然林，自然草原は残され

ていない。したがってここでは，自然に近い種組成の植分について自然度Vで示されている。自

然薯Vは，さらに多層群落及び単層あるいは2層群落に区分されたV、，V2で示された。

　多層群落で代表される自然度V、は佐倉帯の神懸の社叢林や，台地肩部，急傾斜地にみられる。

ヤブコウジースダジイ群集とシラカシ群集がまとめられる。佐倉城趾付近，岩名，石川，岩倉，

青玉にみられる。

　単層あるいは2層群落で示される霞七度V2は印旛沼にみられる。ガガブターヒシ群集，ヒメ

ガマ群落，ヨシ群落，カサスゲ群集，ウキヤガラ「マコモ群集，オギ群集など都市ではみられな

くなってきた水生や湿生植物群落が示される。

　自然度V地域は自然の少なくなった都市にとって貴重な存在であり，また佐倉市にとってはふ

るさとの自然を代表する自然植生地区として，厳重な保護が必要とされる。

　b．植生自然暦IV

　半自然生あるいは二次植生が植生自然度IVとして示されている。佐倉市では植生自然毒Wの地

区は比較的面積が広い。台地斜面のみではなく，佐倉市南部では台地上にも残されている。

　植生自然度IVの地区はいわゆる半霞然生の植生がまとめられている。過度の人為的影響には弱

いが，ある程度まで人為的影響を許容することができる。

　植生自然度IVはさらに人為的影響及び管理の相違により二次林をjv、，植林がW2で示された。

佐倉市ではIV　2の方がjv、よりも面積が広く，アカマツ，クPマツ，スギ，ヒノキ，ニセアカシ

ア，・モウソウチクなどの随林が多いことが示される。

　植生自然度Wの地区では原期として自然を残すことが望ましい。林内に遊歩道を形成し，自然
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度H，m地区と並用しレクリエーション地域や嫌観保全地域などに利用することも可能である。

無理のない利用が期待される。

　c．植生自然度m

　二次草原の中で多年生草本植物群落のイネ型草原が植生全然度mに示された。2～5年に数回

の刈りとりや火入れが行なわれ持続しているこの草原は植被率が高い。また電食立地型で他の広

葉草本草原（自然度HDに比較し，人為的影響による養分補給がなくても生育できることより

植生自然度皿にまとめられた。

　イネ型草原は貧養性であり，また光が草原内に通りやすいことより葉は下方まで枯死せず根元

からも出ている。メダケ群落，アズマネザサ群落などのササ類，チガヤーススキ群落，シバ群落，

イヌスギナーヨシ群落などの草本性イネ科植物群落があげられる。さらに佐倉市では植物群落の

表面をおおうクズ群落を植生自然度IHに示した。

　植生自然度皿の地域は2～5年に数回の刈りとりや火入れなどにより持続するため比較的人為

的影響に対して強い。したがってレクリエーション地域などの利用が可能である。

　d．植生自然度II

　路上，路傍雑草群落及び耕作地雑革群落はたえず踏まれるという条件や富養あるいは絶えず耕

作するという強い人為的影響が加わっている。路上・路傍雑草群落の広葉性の多年生草本植物群

落及び越年生植物群落は植生自然度H1，耕作地雑草群落などの一年生雑草群落は植生自然度H2

にまとめられる。

　濫はセイタカアワダチソウ群落，ヨモギ群落，オオバコ群落などの多年生草本植物群落　コ

オゾリナーアキヒメシバ群落，ヒメムカシヨモギー脱窒アレチノギク群落，ミゾソバーアシボソ

群落などの越年生草本植物群落が示される。佐倉市では面積は狭いが全域に点在している。

　Lはカラスビシャクーニシキソウ群集に代表される畑地雑草群落，外来牧草地，ウリカワー

コナギ群集で代表される水田雑草群落及び植栽植物が多い住宅地がまとめられる。林分を形成し

ている住宅地周辺の緑は屋敷林としてすでに自然度Vに含められるため，ここでは植栽植物が多

い住宅地が自然度翫に示された。植生自然度翫地域は佐倉市ではもっとも広い面積を占めて

いる。台地上の植生自然度12地区では住宅地，工場地，レクリエーション地域など，開発も問

題が少ないが，周辺に自然を復元することが基本条件とされる。谷や低地の植生自然度H，地区

では埋立や盛土などの土木工事を伴った上で開発が行なわれやすいが，排水などの管理が必要と

される。

e．植生自然度1

倥宅地，工場地，造成地では空地に一年生雑草群落が生育している。また生活域であるため常
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難
織

灘馨

　　　Abb．48用水路の土手の野焼きの状況。自然皿で示される。

Abflammen（ler　Da狙瓢e　am　Gebrauchswasser－Kannal（Nat荘rlichkeitsgrad姐）．

難
難

購藻

　　　　　Abb．49　成田と首都を結ぶ高速道路（東関東自動車遭路）。

　　　　　　　　　　外来牧草で緑化された斜面（荒立橋）。

Neue　Autobahn　zwischen　Tokyo　und　Narlta，　wo　des　neul　Intesnationale　Flughafen　gebaut

wird，　Der　Hang　wurde　mit　aus職ndischen　Gs註sem　begr漉nt（bei　der　Aradate．Bs廿cke）
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に人為的影響をうけやすい。したがってこのような地区はまとめて植生自然度更で示された。植

生自然度王地区は今後の課題として，環境保全林をどのような形態でどのようなスペースに復元

するか問題となる地域である。


